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梅
雨
の
季

節
、
辞
書
や
パ

ソ
コ
ン
で
疲
れ

た
目
に
は
、
キ

ャ
ン
パ
ス
の
緑

が
ひ
と
き
わ
鮮

や
か
で
あ
る
▼

学
生
生
活
は
社

会
に
出
て
か
ら

振
り
返
れ
ば
、
楽
し
い
時
代
だ

と
い
わ
れ
る
が
、
学
生
も
、
そ

れ
は
そ
れ
で
結
構
大
変
で
あ

る
。
目
も
疲
れ
れ
ば
、
ス
ト
レ

ス
も
あ
る
▼
パ
ソ
コ
ン
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
昔
に
比
べ
、

学
習
も
便
利
に
は
な
っ
た
が
、

学
ぶ
べ
き
知
識
は
確
実
に
増

え
、
ま
た
そ
の
進
歩
も
急
で
あ

る
▼
学
生
の
勉
学
の
苦
労
の
最

た
る
も
の
は
、
学
ぶ
べ
き
知
識

が
多
い
の
に
、
人
は
忘
れ
る
動

物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大

学
の
勉
学
や
研
究
は
記
憶
に
尽

き
な
い
。
し
か
し
、
思
考
力
、

判
断
力
と
い
い
、
洞
察
力
と
い

っ
て
も
、
そ
れ
に
は
、
各
分
野

の
知
識
が
不
可
欠
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
覚
え
て
も
忘
れ
る
。
試

験
で
思
い
出
せ
な
い
。
試
験
が

す
ん
だ
ら
忘
れ
て
し
ま
う
▼
た

だ
翻
っ
て
考
え
る
と
、
忘
れ
て

も
、
覚
え
な
か
っ
た
の
と
は
違

う
の
で
は
な
い
か
。
覚
え
た
こ

と
を
忘
れ
る
、
そ
の
忘
れ
た
後

に
大
切
な
も
の
が
残
る
。
実

は
、
覚
え
て
忘
れ
る
プ
ロ
セ
ス

に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

▼
「
判
断
力
は
覚
え
た
こ
と
を

忘
れ
た
、
そ
の
後
に
生
ず
る
能

力
」
で
あ
り
、
「
忘
れ
る
と
い

う
こ
と
が
判
断
力
を
培
う
」

（
内
田
百
�
）
。
キ
ャ
ン
パ
ス

の
緑
を
見
な
が
ら
考
え
た
こ
と

で
あ
る
。

（
福
瀧

博
之
）

３

面

６
件
の
先
端
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト

４
・
７
面

特
集

国
際
交
流
の
新
た
な
展
開

５
・
６
面

特
集

関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本

方
針

８

面

社
会
連
携
推
進
本
部
を
設
置

１０

面

特
集

新
主
役
登
場
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ヒト、モノ、カネが国境を越えて自由に
行き交う社会を指して、人はボーダーレス
社会と呼んでいる。昨今の経済人は、正
に、ボーダーレスな社会で活躍している。
情報通信の飛躍的発展が、ボーダーレス社
会をより一層高度なレベルに押し上げてい
る。
ヒトが営むモノやサービスの流れと、そ
の反対方向の流れとしてのカネの流れから
なる経済行為は、もともと、文化的、社会
的、政治的、法的な背景を前提として展開
されるのに、ヒトは飽くなき欲望の充足、
発展、進化を求めて、国や地域の境界を乗
り越えようとする。
経済行為を営めば、自ずとそこには、そ
の行為の成否を測る物差しが要る。物差し

は、経済行為の結果を説
明し得るに足る共通言語
でなければならない。経
済行為の結果を説明し得
る共通言語、それは会計
である。ボーダーレス社
会では、会計は、今や、
経済社会の基盤、すなわ
ちインフラとして益々重
要な役割を演じつつあ

り、人びとがクロスボーダーに行動するた
めの教養としての地位を占めるに至ってい
る。
企業活動の国際化に伴う資本市場の国際
化が、今世紀に入って益々進展し、それに
つれて、そうした国際経済社会の発展を根
底から支える会計基準の国際的収斂に、い
よいよ弾みがついてきた。
欧州連合(EU)と米国の間では、２００２年後
半から、両者の会計基準である国際会計基
準と米国財務会計基準を統合する作業が着
実に進展している。
また、EUでは、２０００年３月、リスボンで
開催した欧州議会において「２０１０年までに
世界中で最も競争力のある、透明性の高い
ダイナミックな知識経済社会になる」との
戦略目標を定めた。そのため、２００５年まで
にEU域内の金融市場の統合をめざし、２００５
年１月からは域内全企業７，０００社に対して国
際会計基準の適用を義務付けた。それと同
時に、日本、米国およびカナダの域外企業
がEU域内で上場、起債等の資金調達を行
うに際して作成・公表する財務情報が準拠
する会計基準については、欧州の投資家が
国際会計基準に準拠した財務情報に基づい
て行う投資判断と同等の投資判断を、それ

ら三つの国の会計基準に基づく財務情報が
可能にするか否かを判定する「同等性評
価」を２００７年までに行うことを宣言してい
る。EUのこうした動きに呼応して、アジア
の諸国も国際会計基準準拠の方向にシフト
している。
ボーダーレスな経済社会におけるインフ
ラとしての会計基準の国際的収斂に向けた
動きはわが国でも始まっていて、２００５年３
月には、国際会計基準の設定主体と日本の
会計基準の設定主体が、両者の会計基準の
収斂に向けた初会合を開催した。
こうした国際的動向が、会計のプロを育
成する場にも浸透してきた。２００６年度から
実施されるわが国の新しい公認会計士試験
制度は、国際的に通用する会計士の輩出を
めざしている。会計専門職大学院（アカウ
ンティング・スクール）の創設は、新試験
制度とリンクして、論理的分析的思考能力
の豊かな、国際的センスのある専門職業会
計人の育成を目的としている。
ボーダーレスな経済社会では、今や、会
計に関する知識は欠くことのできない教養
的存在として、その重みを増している。

（商学部教授）

松尾 聿正
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専修を設立つの 新５

�
�
�
�
�
�
�
�
�

二
〇
〇
六
年
四
月
、
文
学
部

総
合
人
文
学
科
に
五
つ
の
新
専

修
（
心
理
学
、
文
化
共
生
学
、

英
米
文
化
、
芸
術
学
美
術
史
、

映
像
文
化
）
が
設
立
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

心
理
学
専
修
で
は
、
卒
業
時

に
認
定
心
理
士
の
資
格
を
取
得

で
き
る
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
コ
ー

ス
」、
最
小
限
の
心
理
学
的
知
識

を
身
に
つ
け
た
後
に
他
専
修
の

専
門
科
目
を
自
由
に
履
修
で
き

る
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」、
大

学
院
進
学
や
専
門
職
受
験
を
め

ざ
す「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
コ
ー
ス
」

の
三
つ
の
コ
ー
ス
を
導
入
し
、

よ
り
学
び
や
す
い
実
践
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

文
化
共
生
学
専
修
で
は
、
異

文
化
間
の
差
を
認
め
な
が
ら
競

争
的
に
共
生
し
て
い
く
道
を
探

る
。異
文
化
共
生
論
、
比
較
文
化

論
、
文
化
表
象
論
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
論
な
ど
の
テ
ー
マ
を
柱
に

「
主
体
的
な
学
び
」の
場
が
提
供

さ
れ
、
学
生
は
現
代
的
な
テ
ー

マ
を
自
ら
積
極
的
に
追
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

英
米
文
化
専
修
で
は
、
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す

る
英
語
圏
の
「
文
化
」
を
横
断

的
・
学
際
的
に
研
究
す
る
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
を

テ
ー
マ
と
し
、
批
判
的
に
文
化

を
視
る
目
を
涵
養
す
る
。
ま

た
、
専
任
教
員
の
六
十
�
が
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
で
あ
る

特
長
を
生
か
し
て
、
実
用
的
な

英
語
運
用
能
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

芸
術
学
美
術
史
専
修
で
は
、

芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
方
法
を

学
び
、
作
品
の
意
味
を
解
明
す

る
。
各
地
で
開
催
さ
れ
る
展
覧

会
や
社
寺
へ
見
学
に
出
か
け
、

作
品
の
実
物
を
鑑
賞
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。ま
た
、美

術
館
・
博
物
館
学
芸
員
の
資
格

取
得
も
含
め
、
芸
術
作
品
を
実

際
に
鑑
賞
で
き
る
贅
沢
な
環
境

で
の
学
び
が
実
現
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

映
像
文
化
専
修
で
は
、
映
画

の
歴
史
的
展
開
を
理
解
し
、
映

像
文
化
を
批
判
的
に
読
み
解
く

力
を
養
う
。
国
や
地
域
を
問
わ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
作
品
に

触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
。
映

画
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
文
化
を
研
究

し
た
い
人
、
テ
レ
ビ
、
写
真
、

広
告
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
人
に
も
勧
め
た
い
。

心
理
学
、
英
米
文
化
、
芸
術

学
美
術
史
の
専
修
は
、
現
在
の

一
年
次
生
か
ら
分
属
が
始
ま

る
。
文
化
共
生
学
、
映
像
文
化

の
専
修
は
、
二
〇
〇
六
年
度
入

学
生
か
ら
の
適
用
と
な
る
。

（
文
学
部
学
生
主
任

鍋
島
弘
治
朗
）

２００６年度の一般入学試験は、従来からのA日程・S日程・後期B日程に
加え、文学部が「英語」と「漢文」の二教科で実施するD日程を実施しま
す。また、A日程・S日程・D日程およびセンター中期において「神戸」
試験地を新設します。
センター利用入学試験は、新たに商学部が導入を決定し、これにより、

全学部での実施となります。また、すでにセンター利用入学試験を導入し
ている学部においても、新たな方式を導入するなど、その拡充が図られま
す。
詳細については、６月上旬発行の『進学ガイド』で確認してください。

（入試センター）

本
学
で
は
、「
関
西
大
学
名
誉

博
士
規
程
」
に
よ
り
、
学
術
、

文
化
ま
た
は
人
類
の
進
歩
の
た

め
に
顕
著
な
貢
献
を
し
た
者

で
、
本
学
に
お
い
て
特
に
顕
彰

す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

る
者
に
対
し
て
、
学
長
か
ら
名

誉
博
士
の
称
号
を
贈
呈
し
て
い

る
。こ

れ
ま
で
に
本
学
創
立
百
周

年
記
念
式
典
の
際
に
国
際
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
海

外
の
大
学
の
五
人
の
学
長
に
贈

呈
し
て
い
る
が
、
今
回
六
人
目

と
し
て
、台
湾
の
教
育
部
長
（
文

部
科
学
大
臣
）
で
あ
る
杜
正
勝

氏
に
贈
呈
し
た
。

贈
呈
式
は
五
月
十
六
日

（
月
）
十
三
時
か
ら
尚
文
館
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
に

お
い
て
開
催
し
、
杜
教
育
部
長

が
「
台
湾
高
等
教
育
の
発
展
と

政
策
」
と
題
す
る
記
念
講
演
を

行
っ
た
。

杜
教
育
部
長
は
、
一
九
七
四

年
に
国
立
台
湾
大
学
歴
史
学
研

究
所
修
士
号
を
取
得
、
清
華
大

学
歴
史
研
究
所
所
長
、
中
央
研

究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
長
、

国
立
故
宮
博
物
院

院
長
を
歴
任
、
二

〇
〇
四
年
か
ら
は

教
育
部
長
を
務

め
、
台
湾
の
教
育

の
発
展
に
尽
力

し
、
ま
た
、
多
数

の
著
書
と
論
文
を

執
筆
し
て
い
る
台

湾
を
代
表
す
る
学

者
で
も
あ
る
。

（
学
長
秘
書
課
）

称号記を受け取る杜教育部長（右）

○
兵
庫
県
功
労
者

◆
震
災
復
興
功
労

社
会
学
部
教
授

松
原
一
郎

（
平
成
十
七
年
五
月
二
日
）

○
日
本
建
築
学
会

◆
二
〇
〇
五
年
日
本
建
築
学
会

奨
励
賞

工
学
部
助
教
授
木
下
光

（
平
成
十
七
年
四
月
十
二
日
）

平
成
十
七
年
度
の
教
育
後
援

会
総
会
が
五
月
十
五
日
（
日
）、

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

四
千
四
百
三
十
八
人
の
父
母
の

出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

午
前
十
時
か
ら
、
会
長
挨

拶
、
前
年
度
の
事
業
・
決
算
報

告
、
監
査
報
告
の
あ
と
、
役
員

の
改
選
等
が
行
わ
れ
、
平
成
十

七
年
度
の
会
長
に
は
小
坂
圭
一

氏
が
、
ま
た
監
事
に
は
木
下
雅

裕
氏
と
古
渕
孝
仁
氏
が
選
出
さ

れ
た
。
来
賓
の
河
田
悌
一
学
長

と
森
本
靖
一
郎
理
事
長
か
ら
は

祝
辞
を
兼
ね
た
挨
拶
と
父
母
に

対
す
る
講
話
が
述
べ
ら
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
学
部
別
教
育

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
各
学
部

の
教
育
方
針
や
特
色
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、

教
員
と
父
母
と
の
間
で
学
習
指

導
や
就
職
問
題
等
に
つ
い
て
熱

心
な
個
人
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

（
教
育
後
援
会
）

サ
ッ
カ
ー
部
が

関
西
学
生
選
手
権

大
会
で
優
勝

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
が
六
月

五
日
、
長
居
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
関
西
学

生
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
決
勝

戦
に
お
い
て
、
桃
山
学
院
大
学

に
二
対
一
で
勝
利
、
七
年
ぶ
り

三
回
目
の
優
勝
を
決
め
た
。
七

月
五
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
総
理

大
臣
杯
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。
詳
細
は
追
っ
て

お
知
ら
せ
し
た
い
。

●
平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
の
交
付
内
定
状
況

文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら

平
成
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
の
配
分
結
果
が
公
表
さ
れ

た
。
本
学
は
二
百
九
十
一
件
の

申
請
の
う
ち
百
三
十
七
件
（
新

規
五
十
二
件
、
継
続
八
十
五

件
）、
計
三
億
百
三
十
二
万
円
の

交
付
内
定
を
受
け
た
。
昨
年
に

比
べ
、
一
件
の
減
、
金
額
で
は

九
百
七
十
六
万
円
の
減
額
と
な

っ
た
が
、
国
全
体
の
傾
向
で
も

新
規
の
内
定
率
、
交
付
金
額
と

も
に
減
少
し
て
お
り
、
全
国
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
例
年
ど
お
り
健

闘
し
て
い
る
（
交
付
金
額
に
お

い
て
、
医
・
歯
・
薬
学
系
を
除

く
四
年
制
私
立
大
学
中
三
位
、

す
べ
て
の
四
年
制
私
立
大
学
の

順
位
で
も
九
位
）。
ま
た
、
今
年

か
ら
研
究
代
表
者
と
し
て
応
募

す
る
資
格
を
得
た
Ｐ
Ｄ
も
、
申

請
し
た
二
人
の
う
ち
一
人
が
採

択
さ
れ
た
。

●
「
科
学
研
究
費
補
助
金
の
使

用
に
関
す
る
取
扱
要
領
」
を
制

定
文
部
科
学
省
お
よ
び
独
立
行

政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
に
お

い
て
、
科
学
研
究
費
の
使
用
に

係
る
取
り
扱
い
方
法
が
大
幅
に

見
直
さ
れ
、
基
本
的
な
ル
ー
ル

に
反
し
な
い
範
囲
で
、
各
研
究

機
関
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
扱

い
基
準
な
ど
を
定
め
て
運
用
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
本
学
で
も
従
来
の
科
学
研

究
費
の
支
出
基
準
を
点
検
・
整

備
し
、
適
正
か
つ
効
果
的
な
使

用
に
向
け
て
、
標
記
取
扱
要
領

を
制
定
し
た
。

●
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
の
設
置

新
た
に
「
エ
ジ
プ
ト
文
化
・

文
化
財
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ

ニ
ッ
ト
」（
研
究
代
表
者
吹
田

浩
文
学
部
教
授
）、「
ソ
シ
オ
ン

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ユ
ニ
ッ

ト
」（
研
究
代
表
者
木
村
洋
二

社
会
学
部
教
授
）
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
れ
で
七
件
目
の
設
置
と

な
る
。
詳
細
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
て
公
開
し
て
い
る
。

◆
招
へ
い
研
究
員

◇
復
旦
大
学
（
中
国
）
の
応
堅

剛
教
授
が
六
月
一
日
〜
七
月
二

十
五
日
の
間
、
福
島
正
俊
工
学

部
教
授
受
け
入
れ
の
も
と
、「
マ

ル
コ
フ
過
程
と
デ
ィ
リ
ク
レ
形

式
」
に
関
し
て
本
学
教
員
と
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
研
究

期
間
中
は
関
連
資
料
の
収
集
お

よ
び
他
の
研
究
者
と
交
流
を
図

り
、
講
演
会
を
開
催
す
る
。

◇
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
立
土
木
工
学

研
究
所
のL

u
is
L
am
as

S
en
ior
R
esearch

O
f-

ficer

が
六
月
十
二
日
〜
七
月

三
十
日
の
間
、
楠
見
晴
重
工
学

部
教
授
受
け
入
れ
の
も
と
、「
岩

盤
水
理
特
性
と
ト
ン
ネ
ル
設
計

に
関
す
る
岩
盤
特
性
」
に
関
し

て
本
学
教
員
と
共
同
研
究
を
行

っ
て
い
る
。
研
究
期
間
中
は
関

連
資
料
の
収
集
お
よ
び
他
の
研

究
者
と
交
流
を
図
り
、
講
演
会

を
開
催
す
る
。

◇
安
徽
大
学（
中
国
）の
葛
立
峰

教
授
が
六
月
二
十
二
日
〜
九
月

二
十
二
日
の
間
、
先
端
科
学
技

術
推
進
機
構
（
倉
田
純
一
工
学

部
助
教
授
）受
け
入
れ
の
も
と
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

や
超
音
波
造
影
に
有
効
な
、
マ

イ
ク
ロ
マ
シ
ン
技
術
に
基
づ
い

た
超
音
波
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ

ア
レ
イ
の
解
析
方
法
」
に
関
し

て
本
学
教
員
と
共
同
研
究
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
研
究
期
間
中

は
関
連
資
料
の
収
集
お
よ
び
他

の
研
究
者
と
交
流
を
図
り
、
講

演
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

四
月
二
十
五
日
に
発
生
し
た

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
（
福
知
山
線
）
の

脱
線
事
故
か
ら
、
二
カ
月
近
く

が
過
ぎ
ま
し
た
。
時
の
移
ろ
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
痛
ま

し
い
事
故
の
記
憶
は
私
た
ち
の

脳
裏
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
ま
せ

ん
。
と
り
わ
け
こ
の
事
故
が
通

学
時
間
帯
で
あ
り
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
近
畿
地
方
の
十
六
大
学

二
十
四
人
も
の
学
生
諸
君
が
、

そ
の
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
で
も
三
田
市
に
あ
る
自

宅
か
ら
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
通

学
の
た
め
乗
車
し
て
い
た
総
合

情
報
学
部
二
年
次
生
の
福
田
佳

奈
さ
ん
が
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し

た
。
大
学
で
の
二
年
目
の
春
を

迎
え
、
希
望
に
満
ち
、
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
た
矢

先
の
出
来
事
で
あ
り
、
将
来
あ

る
若
者
が
こ
の
よ
う
な
形
で
そ

の
夢
を
断
た
れ
た
こ
と
は
、
学

長
と
し
て
深
い
悲
し
み
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
無
念
で
な
り
ま

せ
ん
。
孔
子
は
、
最
も
愛
し
た

弟
子
の
顔
回
を
若
く
し
て
亡
く

し
た
と
き
、「
不
幸
に
も
、
短
命

に
し
て
死
せ
り
」
と
悲
痛
な
落

胆
の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
教
職
員
も
同
じ
想

い
で
す
。

ま
た
、
本
学
の
卒
業
生
、
第

一
高
等
学
校
卒
業
生
、
大
学
関

係
者
の
ご
親
族
な
ど
が
犠
牲
と

な
ら
れ
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
方
々
の
ご
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
事
故
で
負
傷
さ
れ
た
方
々

が
、
一
日
も
早
く
快
方
に
向
か

わ
れ
、
そ
し
て
ご
遺
族
の
方
々

の
悲
し
み
が
少
し
で
も
軽
減
さ

れ
ま
す
こ
と
を
、
衷
心
よ
り
祈

念
し
て
い
ま
す
。

平
原

豊
弘
（
ひ
ら
は
ら
・
と

よ
ひ
ろ
�
名
誉

教
授
）

平
成
十
七
年

四
月
二
十
三
日

一
時
四
十
八
分
に
死
去
。
昭
和

四
十
七
年
三
月
大
阪
体
育
大
学

専
攻
科
修
了
。
五
十
年
四
月
本

学
文
学
部
着
任
。
平
成
九
年
三

月
定
年
退
職
。
九
年
四
月
名
誉

教
授
。
昭
和
五
十
一
年
日
本
学

生
陸
上
競
技
連
合
功
労
章
（
秩

父
宮
章
）受
賞
。専
門
は
体
育
学
。

■一般入学試験
試験地

�

�

�

�
�

�

■センター利用入学試験
試験地

―

�

―

�
�

�大阪・東京・金沢・浜松・名古屋・京都・和歌山・神戸・姫路
・岡山・広島・徳島・高松・松山・小倉・福岡

�大阪・札幌・仙台・東京・金沢・浜松・名古屋・滋賀・京都・
和歌山・神戸・姫路・松江・岡山・広島・徳島・高松・松山・
小倉・福岡

�大阪・東京・金沢・名古屋・和歌山・姫路・岡山・広島・高松
・福岡

個別学力検査

課しません

２月８日（水）

課しません

３月３日（金）後期Ｂ日程
３月４日（土）

試験日
２月１日（水）

２月２日（木）

２月３日（金）
２月４日（土）
２月６日（月）
２月７日（火）
２月５日（日）
２月８日（水）

３月３日（金）

３月４日（土）

試験日

１
月
２１
日（
土
）・
１
月
２２
日（
日
）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

学部
文学部
経済学部
工学部
総合情報学部
商学部
社会学部
法学部
全学部
文学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
総合情報学部
工学部

学部
法学部
文学部
経済学部
商学部
社会学部
総合情報学部
工学部
法学部
文学部
経済学部
社会学部
総合情報学部
工学部
法学部
社会学部
文学部
文学部
文学部

日程

Ａ日程

Ｓ日程
Ｄ日程

後期Ｂ日程

日程

センター前期

センター中期

センター後期

来年度文学部総合人文学科に

台湾教育部長（文部科
学大臣）

杜正勝氏へ贈呈
関西大学名誉博士称号

１７
年
度

教
育
後
援
会
総
会
を
開
催

Ｊ
Ｒ
宝
塚
線（
福
知
山
線
）脱
線
事
故
に
想
う

学
長

河
田
悌
一

訃

報

入入学学試試験験のの実実施施概概要要決決ままるる
２００６年度

試

験

地

（２）平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号
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第28回�総合関関戦総合関関戦�第28回�総合関関戦総合関関戦�第28回�総合関関戦�
開幕�開幕�

春 学 期 公 開 授 業 �春 学 期 公 開 授 業 �
地域と大学のかけ橋�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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普� 習�講�技�実�命�救�通�

�

もしもの時に役立つ技術�

先着30人、公的修了証を交付�

普� 習�講�技�実�命�救�通�

時間�
場所�

時間�
場所�

時間�
場所�

中 央 芝 生 �

メイングランド�

大 フ ロ ア �

卓 球 場 �

サッカーグランド�

そ の 他 �

メイングランド�

大 フ ロ ア �

小 フ ロ ア �

サッカーグランド�

ソフトテニス場�

馬 場�

庭 球 場�

レスリング場�

そ の 他�

中 央 芝 生�

メイングランド�

大 フ ロ ア�

小 フ ロ ア�

洋 弓 場�

合 気 道 場�

フェンシング場�

高等部柔道場�

射 撃 場�

相 撲 場�

そ の 他�

アイスホッケー　19：20～22：30　臨海スポーツセンター�

軟式野球�

バスケットボール�

バドミントン�

陸上ホッケー�

ソフトテニス�

馬術�

庭球�

レスリング�

アメリカンフットボール　17：30～　王子スタジアム�

閉会式�
ラグビー�

ハンドボール�

拳法� 空手道� 剣道�

洋弓�

合気道�

フェンシング�

柔道�

射撃�

相撲�

ボート　11：00～13：00　神崎川�
�

【第1日目】6月16日（木）�

【第2日目】6月17日（金）�

【第3日目】6月18日（土）�

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 198

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 198

9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 198

開会式�
硬式野球�

バレーボール�

卓球�

ラクロス（男女）�

6件の先端研究プロジェクトがスタート�6件の先端研究プロジェクトがスタート�
▼簡文館ならびに簡文館「オープン・リ
サーチ・センター」（仮称）（完成予想図）

▼以文館ならびに以文館「学術フロンティア
・センター」（仮称）（完成予想図）

本
紙
四
月
号
（
三
百
二
十
五
号
）
の
「
大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
で
既
報
の
と
お
り
、
今
年
度
、

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
と
し
て
申
請
し
て
い
た
六
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想

が
、
す
べ
て
文
部
科
学
省
か
ら
選
定
さ
れ
た
。
申
請
数
、
選
定
数
と
も
に
過
去
最
多
、
し
か

も
、
文
部
科
学
省
が
設
け
た
四
種
類
の
事
業
形
態
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
形
で
選
定
を
受
け
た

こ
と
は
、
本
学
の
先
端
研
究
分
野
の
多
彩
さ
と
潜
在
能
力
の
高
さ
を
物
語
る
快
挙
と
い
え
る
。

今
回
選
定
を
受
け
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
別
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
以
文

館
「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ

ン
タ
ー
」（
仮
称
）
お
よ
び
簡
文

館
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
増
築
を

は
じ
め
、
経
済
・
政
治
研
究
所

の
一
部
と
高
槻
分
室
の
改
造
と

い
っ
た
研
究
施
設
の
ほ
か
、
二

十
七
件
に
お
よ
ぶ
教
育
・
研
究

用
の
装
置
・
設
備
群
が
整
備
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
今
回
選
定

さ
れ
た
六
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
総
事
業
経
費
（
研
究

期
間
は
平
成
二
十
一
年
度
ま
で

の
五
年
間
）
は
、
補
助
対
象
と

な
る
経
費
だ
け
で
も
約
二
十
六

億
円
（
研
究
費
等
を
含
む
）
が

見
込
ま
れ
、
そ
の
約
二
分
の
一

が
国
庫
か
ら
優
先
的
に
補
助
さ

れ
る
。

こ
の
結
果
、
高
度
化
推
進
事

業
と
し
て
本
学
が
こ
れ
ま
で
に

選
定
を
受
け
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
二
十
三
件
を
数
え
、
こ

の
う
ち
、
平
成
十
七
年
度
は
、

継
続
中
の
十
一
件
に
今
回
の
六

件
を
加
え
、
実
に
十
七
件
の
事

業
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
実
績
は
、「
研
究

に
強
い
関
西
大
学
」
と
し
て
の

大
い
な
る
躍
進
を
社
会
に
示
す

も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の
学
術

研
究
の
高
度
化
に
寄
与
す
る
も

の
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
多

大
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

（
研
究
助
成
課
）

私
立
大
学
学
術
研
究

高
度
化
推
進
事
業

私
立
大
学
等
に
お
け
る
研

究
基
盤
の
整
備
と
研
究
機
能

の
高
度
化
を
図
る
た
め
、
国

が
重
点
的
か
つ
総
合
的
な
支

援
を
行
う
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
平
成
八
年
度
に
発
足
し

て
以
来
、
時
代
の
要
請
を
反

映
し
つ
つ
順
次
整
備
拡
充
さ

れ
、
現
在
、「
ハ
イ
テ
ク
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
」「
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
事
業
」「
社
会
連
携
研
究
推

進
事
業
（
旧
産
学
連
携
研
究

推
進
事
業
）」
お
よ
び
「
オ
ー

プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
」
の
四
つ
の
事

業
を
柱
と
し
て
構
想
計
画
の

募
集
が
行
わ
れ
、
学
識
経
験

者
か
ら
な
る
私
立
大
学
研
究

高
度
化
推
進
委
員
会
に
お
け

る
厳
正
な
審
査
を
経
て
採
否

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

今大会で２８回を数え、関西学院大学西宮上ケ
原キャンパスを中心に開催される総合関関戦が
いよいよ本日、６月１６日から始まります。みな
さんの応援を期待してやみません。

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化

推
進
事
業
と
し
て
の
六
件
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
が
文
部
科
学

省
か
ら
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
、
以
文
館
「
学
術
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）、

簡
文
館
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー

チ
・
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
増

築
工
事
の
地
鎮
祭
が
、
五
月
二

十
七
日
（
金
）
午
前
十
時
か

ら
、
ま
た
十
一
時
か
ら
、
各
建

設
予
定
地
で
挙
行
さ
れ
た
。
当

日
は
森
本
靖
一
郎
理
事
長
、
竹

下
賢
副
学
長
を
は
じ
め
、
関
係

者
の
べ
約
九
十
人
が
出
席
し

た
。前

者
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
地
上
四
階
、
延
床
面
積
約
四

千
平
方
�
、
後
者
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
地
上
四
階
、
延
床

約
千
六
百
平
方
�
の
広
さ
と
な

る
。
竣
工
は
い
ず
れ
も
、
平
成

十
八
年
三
月
の
予
定
。

文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室
で
は
、
上
記
の

日
程
で
公
開
授
業
を
開
催
し
ま

す
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
学
生
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
り
な
が
ら
�
か
ら
だ
�

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ

う
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
楽
し
く

で
き
る
授
業
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
公
開
授
業
は
、
「
地
域
住

民
」
と
「
大
学
」
と
を
結
ぶ
か

け
橋
で
す
。
事
前
申
し
込
み
・

参
加
費
は
不
要
で
す
。

★
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

場
所
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
中
央
体
育
館

（
阪
急
電
鉄

「
関
大
前
」
駅

下
車
徒
歩
約
十
分
）

問
い
合
わ
せ
関
西
大
学
文
学

部
身
体
運
動
文
化
専
修
・
体
育

学
教
室

〒
５６４
―

８
６
８
０

吹
田
市
山
手

町
三
―
三
―
三
十
五

�
０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４（
中

央
体
育
館
直
通
）

後
援
吹
田
市
教
育
委
員
会

こ
れ
か
ら
は
海
や
山
な
ど
で

の
課
外
活
動
が
活
発
に
な
る
シ

ー
ズ
ン
で
す
。

そ
ん
な
時
に
思
い
も
か
け
な

い
事
故
に
遭
遇
し
な
い
と
も
か

ぎ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
日
常
生

活
に
お
い
て
も
予
期
せ
ぬ
大
事

故
や
病
気
に
も
襲
わ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。

そ
ん
な
時
、
応
急
手
当
の
基

礎
知
識
を
知
っ
て
い
れ
ば
救
え

る
命
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
過

去
に
一
度
受
講
し
た
事
が
あ
る

人
で
も
、
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
身

近
な
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
「
普

通
救
命
講
習
」
を
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

受
講
者
に
は
公
的
修
了
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
修
了
証

は
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
参
加
す
る

場
合
に
必
要
条
件
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
意
義
深
い
講

習
会
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

め
っ
た
に
な
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

開
催
要
領
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

日
程
六
月
二
十
四
日（
金
）

十
三
時
半
〜
十
六
時
半

場
所
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

新
関
西
大
学
会
館
北
棟
ホ
ー
ル

定
員
先
着
三
十
人

（
応
急
手
当
指
導
員
三
人
が
指

導
に
あ
た
り
ま
す
）

内
容
実
技
講
習
を
中
心
に
約

三
時
間

応
急
手
当
の
基
礎
知
識
／
救

急
手
当
て
の
基
礎
実
技
／
そ
の

他
の
応
急
手
当
の
基
礎
実
技

申
し
込
み
学
生
生
活
課
と
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

（
学
生
生
活
課
）

テーマ

「人間交流のためのゲーム」
堅本 盛行講師

「こころとからだのふれあいゲー
ム」 時森 美智子講師

「楽しいリズム体操」
田村 典子教授

「太極拳に学ぶ―自分の体に耳を
かたむけよう」

劉 莉講師

時間

１０：４０～
１２：１０

１０：４０～
１２：１０

１３：００～
１４：３０

９：００～
１０：３０

月日

６月３０日（木）

７月１日（金）

７月４日（月）

７月５日（火）

平成１７年度私立大学学術研究高度化推進事業に選定された研究プロジェクト（研究組織）
関西大学HRCテラビット級情報記憶研究ユニット（母体：先端科学技術推進機構）
ユビキタス社会を支えるテラビット級超高密度情報記憶システムのための革新的ナノテクノ
ロジーの開発
工学部 多川 則男教授
理工・情報系（情報通信、ナノテクノロジー・材料）

関西大学HRCグリーンケミストリー研究ユニット（母体：先端科学技術推進機構）
持続可能社会を先導する物質群の革新的開拓プロジェクト
工学部 大内 辰郎教授
理工・情報系（ライフサイエンス、環境、ナノテクノロジー・材料、エネルギー）

人間活動理論研究センター（母体：文学研究科）
革新的学習と教育システム開発の国際共同研究 ―人間活動理論の創成―
文学研究科 山住 勝広教授
人文・社会系（人間科学）

アジア文化交流研究センター（母体：東西学術研究所）
東アジアにおける文化情報の発信と受容
１．言語文化研究班：「西学東漸」現象の言語文化的研究／２．思想・儀礼研究班：東アジアに
おける伝統儀礼・祭祀の研究／３．交流環境研究班：文化交流を規定する歴史的環境の研究
文学部 松浦 章教授
人文・社会系（アジア文化研究）

政策グリッドコンピューティング実験センター（母体：経済・政治研究所）
グリッドコンピューティングを用いた政策立案支援システムの開拓と地域社会への導入支援
総合情報学研究科 村田 忠彦助教授
人文・社会系（共同研究の相手先：地方自治体・その他�NPO�)

なにわ・大阪文化遺産学研究センター（母体：関西大学博物館・文学部）
なにわ・大阪文化遺産の総合人文学的研究
１．祭礼遺産研究プロジェクト／２．生活文化遺産研究プロジェクト／３．学芸遺産研究プロジェ
クト／４．歴史資料遺産研究プロジェクト

博物館長・文学部 �橋 �博教授
人文・社会系（類型：研究者養成型・高度専門職業人養成型・研究成果等公開型）

（注１）研究期間は、いずれも平成１７年度～平成２１年度の５年間。
（注２）研究組織代表者の所属名は、文部科学省からの選定通知に基づく表記を用いている。

研究組織名
プロジェクト名

研究組織の代表者
分野・領域等

研究組織名
プロジェクト名
研究組織の代表者
分野・領域等

研究組織名
プロジェクト名
研究組織の代表者
分野・領域等

研究組織名
プロジェクト名

研究組織の代表者
分野・領域等

研究組織名
プロジェクト名
研究組織の代表者
分野・領域等

研究組織名
プロジェクト名

研究組織の代表者
分野・領域等

ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
事
業

社
会
連
携
研

究
推
進
事
業

オ
ー
プ
ン
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業

一
般
の
方
も
奮
っ
て
参
加
を

快
挙
、４
形
態
す
べ
て
に
同
時
採
択

今春、文科省が選定

「
研
究
に
強
い
関
西
大
学
」を
立
証

３
施
設
、
２７
件
の
研
究
装
置
設
備
群
を
整
備

地地
鎮鎮
祭祭
挙挙
行行

平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号（３）



本学には、在学する学部生および大学院生を対象
に「交換派遣留学」と「認定留学」の２種類の留学
制度があります。この制度に基づく留学の場合、留
学期間は在学年数に算入され、単位認定および履修
上の特別措置等、教学上の措置が講じられるので、
学部生の場合、４年間で卒業することも可能となり
ます（詳細は、『留学ハンドブック』＜国際交流セ
ンター事務室および総合情報学部事務室にて配布＞
を参照）。

本学の協定大学へ１年間留学する制度です。留学
中は主に本学での専攻と同じ分野の科目を履修する
ことになります。
募集・選考は年２回、春（４月上旬～６月上旬）

と秋（７月中旬～11月上旬）に実施し、第1次
（語学試験による選考）および第２次（面接による
選考）があります。応募状況は、例年２～３倍程度
です。
なお、交換派遣留学生に決定した者に対しては、

本学国際交流助成基金より奨学金が給付されます。
◆平成18年度 交換派遣留学生秋募集
7月上旬募集開始！

平成18年８月～10月に留学開始となる８カ国へ
の協定大学への留学生を募集します。募集要項は国
際交流センター事務室および総合情報学部事務室に

て配布します。

主に協定大学以外の大学へ1年間留学する場合に、
所属の学部または大学院の承認を得て留学する制度
で、留学先では、所属学部、大学院に関係する専門
の勉強をする（専門科目を複数科目履修する）こと
が主たる目的となります。したがって、いわゆる
「語学留学」は対象にはなりません。
認定留学生に対しては、留学終了後に、本学に納

入する授業料の３分の２の金額を限度として留学先
大学の学費に対する助成を行います。
これまでの主な留学先は韓国、中国、イギリス、

ドイツ、アメリカ、ニュージーランドなどです。
◆出願にあたって…
認定留学を具体的に考え始めたら、出願手続き前

のできるだけ早い時点で、国際交流センター（科目
の履修等については所属学部もしくは大学院事務
室）に一度相談してください。

法学部・文学部・経済学部・商学部・社会学部に
て実施。ＤＤ（デュアル・ディグリー）プログラム
とは、独自の入学試験により入学した学生をアメリ
カ・ミズーリ州にあるウェブスター大学へ派遣し、
両大学で正規生として専門教育を受けることによ
り、卒業時に双方の学位を取得できる画期的なプロ
グラムです。

◆初めての共同学位卒業生が誕生！
平成13年度の学生の派遣開始後、平成16年度ま

で総勢13人を派遣し、３月19日の本学卒業式にお
いて、第１期生３人がこの制度による初めての共同
学位を修得しました。卒業後の現在、さまざまな進
路で活躍されています。

マンチェスター大学（イギリス）�
20人�

（ホームステイ）�

カルガリー大学（カナダ）�
30人�

（ホームステイ）�

ゲッティンゲン大学（ドイツ）�
20人�

（大学寮）�

復旦大学（中国）�
30人�

（研究者宿舎）�

漢陽大学（韓国）�
20人�

（大学寄宿舎等）�

アデレード大学（オーストラリア）�
20人�

（ホームステイ）�

オークランド大学（ニュージーランド）�
20人�

（ホームステイ）�

西カトリック大学（フランス）�
20人�

（ホームステイ）�

夏
　
　
期�

春
　
　
期�

■ 異文化交流の機会
国際交流センターでは、外国人留学生と日本人学生

の交流を促進するために、種々の取り組みを行ってい
ます。
1.留学生による日本語スピーチコンテスト
平成15年度より、留学生が日本について考えてい

ることの発表の場、また、普段の日本語学習の成果の
場として、開
催しています
（終了後、来聴
した関大生と
留学生の懇談
会も開催して
います）。
平成15年度

本コンテスト
にて大賞を獲
得した、総合
情報学部２年次生（現在４年次生）の牛冰心さんは、
その後、財団法人国際教育振興会等主催、外務省等後
援の第45回外国人による日本語弁論大会に出場し、
国際教育振興賞を受賞しました。
平成17年度も開催を予定していますので、外国人

留学生の多数の応募、また日本人学生の多数の来聴を
お待ちしています。
２.交換受入・ＤＤプログラム受入留学生のための
ボランティア
平成16年度より、全世界の協定大学から来日する

交換受入・ＤＤプログラム受入留学生の学生生活を補
助すること、また、お互いの語学力を向上させること
を目的として、標記ボランティア制度を設けており、

毎学期、ボランティア学生を募集しています。
日本人学生と留学生がペアになり、１年間または２

年間の関大生活を送ることにより、かけがえのない外
国の友人を得るチャンスになります。
秋学期から来日する交換受入留学生のボランティア

についても、インフォメーションシステムにて募集す
る予定です。
３.外国人留学生による外国語会話交流会

関西大学は、教学
の３つの理念の一つ
に「国際化」を掲げ
ています。関西大学
の国際交流活動は、
1982年に国際交流
課が設置され、さら
に1989年に同課が
国際交流センターへ
と改組された1980

年代から本格化しました。
本学が最初に交流協定を締結した海外の大学は中

国の遼寧大学で、それは1983年のことでした。そ
の後、「３・３・３構想」（1983年策定のアジアで
３校、太平洋沿岸の英語圏で3校、その他の地域で
３校の各大学と学術交流協定の締結をめざすという
構想）や「AP構想」（1995年策定のアジア・太平
洋地域の大学との交流を強化するという構想）に基
づいて積極的に海外の大学との提携・協力関係の構
築を推進した結果、2004年12月末現在、本学は

11の国・地域に所在する18の大学と学術交流協定
を締結するに至りました。
国際交流センターは昨年12月、1年余の検討作

業を経て、「国際交流の新たな展開― Globalizing
Kandai をめざして―」と題する今後約10年の期
間を射程とする国際交流政策の方向性を明らかにし
た文書を策定・公表しました。当センターの今後の
国際交流活動はこの指針に基づいて推進されていく
ことになっています。
「国際交流の新たな展開」の主な内容は次のとお

りです。
①５年以内に学生の相互交換を行う協定校を50

校に拡大します。加えて、研究者交流などの学術交
流を行う協定校をさらに５校程度増やします。これ
が実現すれば、５年後には英語圏に25校、アジア
圏に15校、それ以外のエリアに10校を超える協定
校を持つことができます。
②本学が受入れる留学生の数については、総学生

数に占める留学生の比率を当面1.6％とするとして
います。これは、大手私立28大学のその平均値が

1.5％であることから、それを上回ること（500人）
を目標に設定されたものです。
③近い将来、短期滞在を含めて年間1,000人を

超える学生を海外に送り出す予定です。このために、
協定校の拡大、認定留学制度の活用、語学研修メニ
ューの大幅な拡充、新形態の国際プログラムの開発
などに取り組みます。
当センターでは2005年に入ってから、「国際交

流の新たな展開」の具体化に着手しています。1月
から５月までの５カ月間だけで、新たに静宜大学
（台湾）、東亞大学（韓国）、モレロス州立自治大学
（メキシコ）、嶺南大学（韓国）の４つの大学と学生
交換協定を締結しました。引き続いてベトナム国家
大学（ベトナム）や、サンティアゴ・カトリカ大学
（エクアドル）などの諸大学と協定締結交渉を進め
ています。
関西大学をグローバライズしつつ、関西大学が学

生や社会をグローバライズする存在となることをめ
ざす、そういった本学の国際化構想を当センターで
は Globalizing Kandai と表現しています。「国際
交流の新たな展開」に盛り込まれた施策を着実に実
現していくことで、千里山そして高槻キャンパスを
多くの留学生の集う、開かれた国際的なキャンパス
に変えていきたいと思っています。

（商学部教授）

夏休みに普段ではできない経験をしたくてこのセミ
ナーに参加しました。最初は電子辞書とメモ帳がない

春、夏休みを利用して、
海外語学セミナーに参加しよう。

Globalizing Kandai をめざしてGlobalizing Kandai をめざしてキャンパス内で

国際交流しよう!!

外国人留学生ボランティアにより、外国人留学生と
日本人学生の交流を図り、日本人学生の外国語会話力
の向上に役立てることを目的として、外国語会話交流
会がスタートしました。
下記時間割のとおり実施中ですので、興味のある人

は国際交流センター内多目的室に来てください。なお、
各交流会の定員は10人程度で、毎回先着順です（登
録不要）。

18カ国・地域　合計466人（男215人　女251人）
学部・大学院の正規課程に在籍する私費および国費外国人留学生
および、協定大学からの交換受入留学生、ウェブスター大学から
のＤＤプログラム受入留学生、大学院外国人研究生の合計を表す。

外国人留学生数 （平成17年５月1日現在）

中国　　361人
韓国　　 39人
台湾　　 29人
アメリカ ８人
タイ　　 ６人
ベルギー ５人

イギリス ３人
カナダ　 ３人
フランス ２人
マレーシア ２人
イタリア １人
インドネシア １人

ウクライナ １人
ケニア　 １人
スイス　 １人
フィジー １人
ベトナム １人
ロシア　 １人

時間割表�
月� 火� 水�

ドイツ語�

中国語�

フランス語�

英語�

英語� 英語�

英語�英語�

朝鮮語�

英語�

朝鮮語�

中国語�

フランス語�

木� 金� 土�
１
限�

２
限�

３
限�

４
限�

平成16年度 復旦大学夏期中国語セミナーに参加して
総合情報学部３年次生 橋爪　久実

と何も話せませんでしたが、最後には友達と協力し
ながらも辞書なしで先生方と話ができるまでになり、
とても嬉しかったのを今でも覚えています。
上海では工事中のビルが見あたらない場所はない

ぐらい、まさに建設ラッシュという感じで、「急速に
発展している国」を実感しました。親切でフレンド
リーな方が多かったのも印象に残っています。
実際に日本のメディアに脚色されていない中国の

姿を見ることによって、自分の周りにはまだ知らな
い事がたくさんあるんだ、ということを再確認でき
ました。今後は中国についてはもちろんもっといろ
いろ勉強して、多くの人にまだ知られていない面白
いことを伝えていけるようになりたいです。

左記のように８大学に年間約200人の関大生がこ
の語学セミナーに参加しています。
全セミナーとも教職員が同行するので、海外が初

めての学生でも安心して参加でき、各国の言葉だけ
ではなく文化・生活も学んで帰った参加者の中から、
多くの交換派遣留学生が誕生しています。
「留学へのファーストステップ」として多数の学

生の応募をお待ちしています（夏期：４月～５月下
旬 募集、春期：10月上旬～11月上旬 募集）。
なお、平成17（2005）年度入学生から、海外

語学セミナーでの取得単位が「海外研修（各セミナ
ー）」として卒業所要単位に算入されることになりま
した。なお、算入される単位数などは学部・大学院
により異なりますので、『HAND BOOK－大学要
覧－』で確認してください（平成16（2004）年
度以前入学生は「自由科目」として２単位が与えら
れます）。

海外語学
セミナー 実施状況紹介

キャリアアップをめざし、早めのプランニングを！

交換派遣留学

認定留学

ＤＤ（デュアル・ディグリー）プログラム

私は異文化体験を通し自分を成長させたい、また海
外で法律を学んでみたいと思い、交換留学に参加しま
した。学習面では、覚えることも大切ですが、さらに
自分で考えるということを最も重要視する点が、とて
も難しいと同時に楽しくもありました。
ベルギーでは教科書を学ぶというより、教授の考え

を学ぶという印象が強く、日常生活についても、みん
なが違う価値観や文化を尊重し、さらにそれを知りた
いという姿勢である点がとても尊敬できるところでし
た。特にベルギー人は異文化への対応にとても慣れて
おり、私自身不自由を感じることはあまりなく、逆に、
そのような人々の対応から学ぶことが多くありました。
留学を通し、私は法律ばかりではなく、人間として多
くを学びました。
この体験は今までの人生で一番刺激的であり、学ん

だことは一生消えることなく、私の人生の糧となるこ
とでしょう。

交換留学を体験して
平成16年度交換派遣留学生（ルーヴェン・カトリック大学）

法学部４年次生 竹本　みを

総合図書館

新関西大学会館北棟３階
国際交流センター

正門

【開室時間】
月～土曜日　９：00～17：00
（ただし、授業期間中の木曜日は９：00～20：00 ）
なお、12：30～13：30はカウンター業務を停止。

国際交流センター所長 安部　誠治

http://www.kansai-u.ac.jp/Kokusai/html-j/index.html
国際交流センターホームページ

TOEFLとは英語を母国語としない人びとの英語能
力を測る試験で、本学の交換派遣留学生(英語圏）の
出願時にも必要となります。
この説明会では、試験概要、受験の心構えや試験

内容と対策、交換派遣生秋募集（英語圏）の説明も
行います。なお、参加費無料、事前申し込み不要で
す。
英語圏への留学に関心のあるあなた！この機会に

TOEFL受験準備をし、交換派遣留学秋募集にチャレ
ンジしてみませんか。

日　時：６月 22日 （水） 12：20 ～14：00
場　所：千里山キャンパス

新関西大学会館北棟２階 21会議室

TOEFL

■国際交流センターニュースで最新情報を！
本学学生に各種募集や行事の案内など、国際交流

に関するためになる情報をいち早くＥメールにてお
知らせします。申し込みについては国際交流センタ
ーホームページをご覧ください。
■留学ガイダンス
年２回（４月下旬および10月上旬）実施してお

り、留学体験談も聞くことができます。
自身の計画づくりや準備に役立ててください。

説明会開催

世界に飛び出そう！
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留学制度

（写真提供　朝日新聞社）
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「強い関西大学」の構築に向けて
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念
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念
・
基
本
方
針�

平成17年

5月

中長期戦略構想策定体制�
�

・創立120周年記念事業の推進（平成18年度実施）�
・会計専門職大学院の設置（平成18年4月開設）�
・教務事務センター（仮称）開設に伴う事務組織改革
及び設置場所の改修計画策定�

・大学教育職員の定年延長制度改善�
・戦略的長期総合事業構想の推進�
・学部長・機構長と研究科長の兼務�
・フレックスコースとデイタイムコースの全学的統合�
・教養教育を主とした学部教育改革　等�

行　動　計　画�

基本方針【経営事項】【教学事項】のうち、短期（１年）・中期（4年）の既に動き出している現下のプロジェクト�

・新学部構想及び既存学部の再編�
　私立学校法の改正に伴うユニバーシティ・ガバナンスの再構築等、
総合的かつ抜本的な対応策の検討�
・「国際交流の新たな展開」の推進�
・大学院の再編（既設研究科の統合再編、学部・大学院一貫教育等）等�

・高槻新キャンパス構想の推進�
　（幼稚園から大学院・社会人教育までの�
　　　　　　　　　　　　　　　　生涯一貫教育構想）�
�

＜中期4年の計画（平成18年～平成22年）＞�

中教審答申「我が国の高等教育の将来像」�
を踏まえた重点項目�
�

【教学事項】�
・教学ガバナンスの確立�
・教学組織の改革�
・教員組織の改革�
・学部教育の充実�
・大学院の在り方の見直し�
・改組・改編など既存学部・学科の改革推進�
・中高大10年一貫教育の検討　等�

【経営事項】�
�
・経営ガバナンスの確立�
・全学体制樹立への学内教職員の意識改革�
・学生支援の向上及び事務組織改革�
・ステークホルダーへの説明責任と情報の開示�
・大学の危機管理体制の整備�
・キャンパスグランドデザインの策定　等�

経営理念・基本方針
を達成するためのロ
ードマップ。基本方針
の【経営事項】【教学事
項】の各項目から優
先順位をつけ実行�

『強い関西大学』�
�

大学を取り巻く環境�
⇒【21世紀型総合学園】へと成熟・飛翔して行く好機�
�
大学全入時代�

国立大学の法人化�

私立学校法改正�

競争と評価の時代�

グローバル化の進展�

変容する社会�

�

総合学園�

幼 稚 園�
中 学 校�
高等学校�
学　　部�
大 学 院�

本学のミッションと
いえるもの・本学が
拠って立つ価値観�

経営理念を実現するた
めの政策を立案・実行
する上で重視すべき基
本となる指針・基準�

経営理念�

基本方針�

行動計画�

スローガン�

21世紀の国家・社会の形成に主体的に参画する�
強い関大人を育成�

知・徳・体の高度に調和した�
人格の育成�

（3つの使命）�

関　西　大　学�
建学の精神「正義を権力から護れ」�
学是「学の実化（じつげ）」�

幼稚園� 第一�
中学校�

第一�
高等学校�

学　部�
大学院�

「教育」�
「研究」�
「社会�
　貢献」�

理事会�
（最高意思決定機関）�

理事長�
（最高執行責任者）�

この体制の下に�

経営と教学の一体化�

地球社会�

市民社会�
知識基盤社会�

21世紀型総合学園�
教育、研究、社会連携、ＩＴ、�
入学試験、就職、財政、�
スポーツ・学術文化等に�

基　本　方　針�経　営　理　念�

＜短期１年の計画（平成18年）＞�

・財政基盤の確立�

関
西
大
学
は
、
平
成
十
八
年
に
創
立
百
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
二

十
一
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ
と
成
熟
・
飛
翔
し
て
行
こ
う
と
本
格
的
な
動
き
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
は
、
新
た
な
改
革
を
推
し
進
め
る
た
め
に
関
西
大
学
の
中

長
期
的
構
想
を
戦
略
的
に
策
定
す
る
意
思
決
定
体
制
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
体
制

の
も
と
、
本
年
五
月
、「
強
い
関
西
大
学
」
の
構
築
に
向
け
て
改
め
て
関
西
大
学
の
経
営

理
念
・
基
本
方
針
が
理
事
会
に
お
い
て
正
式
に
決
定
さ
れ
、
改
革
の
動
き
が
実
際
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
「
関
西
大
学
の
経
営
理
念
・
基
本
方
針

―
『
強
い
関
西
大

学
』
の
構
築
に
向
け
て
―
」（
全
文
）
を
紹
介
し
ま
す
。

（
総
合
企
画
室
）

平
成
十
六
年
四
月
に
国
立
大

学
が
法
人
化
さ
れ
た
。
こ
の
こ

と
は
、
国
立
大
学
の
管
理
運
営

に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
と

ど
ま
ら
ず
、
必
然
的
に
私
立
大

学
を
含
む
全
て
の
大
学
に
改
革

の
加
速
化
と
生
き
残
り
を
か
け

た
競
争
の
激
化
を
促
す
こ
と
に

な
っ
た
。
加
え
て
、
二
年
後
の

平
成
十
九
年
に
は
十
八
歳
人
口

が
百
三
十
万
人
ま
で
落
ち
込

み
、
大
学
全
入
時
代
の
到
来
が

目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
り
、
各
大
学
は

経
営
戦
略
を
明
確
化
し
、
個
性

が
輝
く
大
学
へ
と
自
己
革
新
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
る
。

関
西
大
学
は
、
こ
の
状
況
を

む
し
ろ
後
述
す
る
「
二
十
一
世

紀
型
総
合
学
園
」
へ
と
成
熟
・

飛
翔
し
て
行
く
好
機
と
捉
え
、

真
に
社
会
の
発
展
と
人
類
の
福

祉
に
貢
献
す
る
高
い
志
を
持

ち
、
か
つ
社
会
の
進
歩
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と

な
る
た
め
に
不
断
の
努
力
を
惜

し
ま
な
い
決
意
で
あ
る
。
換
言

す
れ
ば
「
市
民
社
会
の
中
の
大

学
」
「
地
球
社
会
の
中
の
大

学
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
全

学
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
と
活
力
を

結
集
し
、
不
退
転
の
決
意
を
も

っ
て
諸
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

で
二
十
一
世
紀
に
力
強
く
雄
飛

す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
。「

強
い
関
西
大
学
」
を
つ
く

る
と
い
う
こ
と
は
、
教
育
に
強

い
、
研
究
に
強
い
、
社
会
連
携

に
強
い
、
Ｉ
Ｔ
に
強
い
、
入
学

試
験
に
強
い
、
就
職
に
強
い
、

そ
し
て
財
政
に
強
い
、
も
ち
ろ

ん
ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
文
化
等
に

強
い
、
す
べ
て
の
面
で
「
強
い

関
西
大
学
」
を
構
築
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
動
力

と
な
る
経
営
理
念
・
基
本
方
針

を
以
下
に
記
す
。

関
西
大
学
は
、
明
治
十
九
年

に
関
西
法
律
学
校
と
し
て
開
校

以
来
百
十
九
年
の
歴
史
を
有

し
、
「
正
義
を
権
力
か
ら
護

れ
」
を
建
学
の
精
神
と
し
、
学

理
と
実
際
と
の
調
和
を
説
い
た

「
学
の
実
化
（
じ
つ
げ
）」
を
学

是
に
掲
げ
、
一
貫
し
て
社
会
・

市
民
の
啓
発
と
教
育
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
理
念
は
「
学

理
と
実
際
と
の
調
和
」「
国
際
的

精
神
の
涵
養
」「
外
国
語
学
習
の

必
要
」「
体
育
の
奨
励
」
か
ら
成

り
立
ち
、
本
学
の
学
風
と
し
て

今
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
現
在

で
は
、
大
学
院
、
大
学
、
高
等

学
校
、
中
学
校
及
び
幼
稚
園
を

併
設
し
て
、
三
万
一
千
名
余
の

学
生
・
生
徒
・
園
児
を
擁
す
る

一
大
総
合
学
園
に
発
展
し
た
。

さ
ら
に
、
現
在
「
高
槻
新
キ

ャ
ン
パ
ス
構
想
」
を
推
進
し
て

い
る
。
小
学
校
を
新
た
に
開
設

す
る
こ
と
で
、
初
等
教
育
か
ら

高
等
教
育
ま
で
の
一
貫
教
育
と

い
う
学
園
の
教
育
理
念
が
完
結

す
る
。
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
本
構
想
は
超
高
層
学
舎
を

建
設
し
、
幼
児
教
育
か
ら
社
会

人
教
育
ま
で
の
生
涯
一
貫
教
育

を
行
う
と
い
う
世
界
初
の
意
欲

的
な
取
り
組
み
と
し
て
社
会
か

ら
の
期
待
も
大
き
い
。
も
と
よ

り
、
既
存
の
幼
稚
園
、
中
学

校
、
高
等
学
校
を
含
め
た
学
園

全
体
の
個
性
化
、
特
色
化
を
促

進
す
る
こ
と
で
相
乗
効
果
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
平
成
十
八
年
に
創
立

百
二
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
本
学
の
高
等
教
育

に
お
い
て
は
平
成
十
七
年
一
月

の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
我

が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」

の
中
の
「
高
等
教
育
の
多
様
な

機
能
と
個
性
・
特
色
の
明
確

化
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
七
つ

の
機
能
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
関
西
大
学
が
今
後
目
指
す

べ
き
個
性
・
特
色
と
し
て
、「
教

育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」
を

本
学
に
課
せ
ら
れ
た
三
つ
の
使

命
と
位
置
づ
け
、
学
術
研
究
と

人
間
教
育
を
真
に
統
合
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
先
端
的
研
究
と
社

会
貢
献
を
結
び
つ
け
る
複
眼
的

な
施
策
を
実
行
す
る
。

「
い
か
な
る
人
材
を
社
会
に

送
り
出
す
か
は
、
そ
の
高
等
教

育
機
関
の
個
性
・
特
色
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
あ
る
」
と
の
考

え
の
も
と
、
関
西
大
学
は
、
卒

業
後
に
生
か
せ
る
キ
ャ
リ
ア
開

発
や
確
た
る
人
生
設
計
の
基
礎

を
築
け
る
大
学
（
人
材
の
養
成

と
学
問
の
探
求
）
を
目
指
す
。

つ
ま
り
、
時
代
と
そ
の
変
化
に

対
す
る
鋭
敏
な
感
受
性
と
そ
れ

を
読
み
と
く
透
徹
し
た
洞
察
力

を
よ
り
一
層
研
ぎ
澄
ま
す
と
同

時
に
、
地
域
社
会
、
産
業
社

会
、
国
際
社
会
に
対
し
て
新
し

い
価
値
を
積
極
的
に
提
示
し
、

そ
の
具
体
的
な
成
果
を
世
に
問

い
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
時
代

に
向
か
っ
て
投
げ
返
し
て
い
く

逞
し
さ
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
。
一
方
、
優
秀
な
学
生
を

確
保
す
る
た
め
の
ア
ド
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
は
、

世
界
各
国
か
ら
の
外
国
人
留
学

生
や
社
会
人
、
ス
ポ
ー
ツ
・
学

術
文
化
に
秀
で
た
人
材
な
ど
、

多
様
化
し
た
能
力
・
適
性
、
学

習
歴
等
を
持
ち
合
わ
せ
る
受
験

生
を
、
各
学
部
・
研
究
科
の
目

的
・
特
色
や
専
門
分
野
等
の
特

性
に
応
じ
た
選
抜
方
法
の
多
様

化
や
、
評
価
尺
度
の
多
元
化
に

向
け
た
新
た
な
入
学
試
験
制
度

の
導
入
や
改
善
を
図
り
な
が
ら

選
抜
し
、
本
学
独
自
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
を
通
じ
て

理
想
と
す
る
人
材
を
育
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

二
十
一
世
紀
は
「
知
識
基
盤

社
会
」（k

n
o
w
le
d
g
e�

b
a
s
e
d
s
o
c
ie
ty

）
の
時

代
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
知

識
基
盤
社
会
に
お
け
る
高
等
教

育
と
社
会
の
関
係
を
踏
ま
え
つ

つ
、
我
が
国
が
提
唱
す
る
中
長

期
的
に
想
定
さ
れ
る
高
等
教
育

の
全
体
像
、
高
等
教
育
機
関
の

在
り
方
、
社
会
の
役
割
に
与
す

る
将
来
像（
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
）に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
施

策
、
そ
れ
ら
を
念
頭
に
置
い
た

形
で
関
西
大
学
が
今
後
、
力
漲

る
強
い
「
二
十
一
世
紀
型
総
合

学
園
」と
な
る
こ
と
を
標
榜
し
、

以
下
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る
。

さ
ら
に
経
営
理
念
に
基
づ
く
具

体
的
方
向
性
を
以
下
の
と
お
り

と
す
る
。

関西大学は、人びとが生きている現実、営んでいる生活の中
から問題を発見し、学び、考え、その成果を広く人びとに還元す
る教育・研究を推進する。それによって、
�期待を以て社会に受け容れられ、これに応えて社会を支える
行動力あふれる人材
�地に足を着け、世界と未来へ開かれた目をもつ地域社会・国
際社会のメンバーシップ
を育成する。

右
に
掲
げ
る
大
学
の
方
針
に

つ
い
て
は
、
つ
ま
り
、
本
学
に

課
せ
ら
れ
た
三
つ
の
使
命
「
教

育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」
を

具
現
化
す
る
た
め
、
関
西
大
学

の
教
育
・
研
究
に
お
け
る
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
本
学
が

知
識
基
盤
社
会
に
お
い
て
高
等

教
育
機
関
と
し
て
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
的
存
在
と
な
っ
て
社
会
全

体
を
牽
引
し
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
創
造

性
に
富
ん
だ
人
材
を
育
成
す

る
。
ま
た
、
知
識
の
「
知
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
本
学
が
二

十
一
世
紀
の
国
際
社
会
及
び
我

が
国
社
会
に
お
い
て
従
来
の
国

家
、
社
会
、
地
域
の
枠
組
み
を

超
越
し
た
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル

環
境
（
公
共
）
を
創
り
出
す
こ

と
で
、
二
十
一
世
紀
の
国
家
・

社
会
の
形
成
に
主
体
的
に
参
画

す
る
強
い
関
大
人
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。

（
６
面
へ
つ
づ
く
）

「「知知」」のの世世紀紀ををリリーードドしし、、新新ししいい「「公公共共」」をを創創造造すするる
みなぎ

力力漲漲るる２２１１世世紀紀型型総総合合学学園園

は
じ
め
に

１

経
営
理
念

２

大
学
の
方
針

平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号（５）



（
５
面
の
つ
づ
き
）

ま
た
、
初
等
中
等
教
育
に
お

い
て
は
、
関
西
大
学
の
建
学
の

精
神
で
あ
る
「『
正
義
』
を
護
る

こ
と
」
を
教
育
方
針
の
要
と
位

置
づ
け
、
中
高
一
貫
し
て
正
と

不
正
を
は
っ
き
り
見
極
め
、
人

に
対
し
て
常
に
誠
心
誠
意
つ
く

せ
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の

方
針
を
定
め
、
さ
ら
に
幼
児
教

育
の
指
針
と
し
て
は
、
各
自
の

人
間
性
や
能
力
を
全
面
的
に
開

花
さ
せ
る
こ
と
を
保
育
の
目
的

と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
上
記
の
方
針

を
掲
げ
て
い
る
。

本
学
園
の
初
等
中
等
教
育

は
、
一
貫
し
て
「
知
・
徳
・
体

の
高
度
に
調
和
し
た
人
格
の
育

成
」
を
教
育
目
標
と
し
、
全
人

格
的
な
人
間
育
成
を
幼
児
教
育

の
段
階
か
ら
実
践
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
社
会
か
ら

そ
の
存
在
意
義
が
広
く
認
知
さ

れ
、
多
く
の
園
児
・
生
徒
が
希

望
す
る
学
園
と
な
っ
て
い
る
。

加
え
て
、
入
園
児
・
入
学
生
及

び
そ
の
家
族
が
、
本
学
園
の
高

等
教
育
に
ま
で
思
い
を
馳
せ
る

時
、
総
じ
て
希
望
に
満
ち
た
将

来
像
を
胸
に
抱
く
だ
け
の
盤
石

な
礎
を
こ
の
初
等
中
等
期
に
築

き
上
げ
て
い
る
。

１．青少年が内に蔵する無限の可能性を尊
重し、これを啓発する。

２．生徒自身の真の幸福を追求する。
３．進取の気性を養い、規律を重んじ、協

同と自治の精神を育成する。

生きる力を育てる
―自主性、自立心、意欲、社会性―

関
西
大
学
の
経
営
理
念
を
実

現
す
る
上
で
の
政
策
を
立
案
・

実
行
す
る
た
め
に
、
理
事
会
の

も
と
に
経
営
と
教
学
が
一
体
と

な
り
、
財
政
的
展
望
に
裏
付
け

ら
れ
た
中
長
期
的
な
将
来
構
想

を
主
体
的
・
機
動
的
に
企
画
立

案
及
び
推
進
し
て
い
く
。

と
り
わ
け
、
財
政
基
盤
の
安

定
は
経
営
の
根
幹
で
あ
り
、
ま

た
、
組
織
・
人
事
、
施
設
・
設

備
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
な
ど
の
各
機
能

が
経
営
理
念
の
実
現
を
下
支
え

す
る
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
経

営
、
教
学
が
中
長
期
的
に
目
指

す
べ
き
以
下
の
具
体
的
基
本
方

針
を
策
定
す
る
。

な
お
、
教
学
事
項
の
基
本
方

針
に
は
、
平
成
十
七
年
一
月
の

中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
我
が

国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
」
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
七
つ
の
機
能

の
う
ち
、
総
合
大
学
で
あ
る
関

西
大
学
が
「
個
性
輝
く
大
学
」

と
し
て
特
色
を
明
確
化
す
べ

く
、
答
申
で
示
さ
れ
た
機
能
を

次
の
よ
う
に
取
捨
選
択
す
る
形

で
盛
り
込
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
七
つ
の
機
能

全
て
を
有
し
な
が
ら
も
、
社
会

と
の
関
わ
り
の
中
か
ら
優
れ
た

人
材
を
育
成
す
べ
く
、
本
学
大

学
院
・
学
部
教
育
の
一
層
の
充

実
の
た
め
の
「
�
高
度
専
門
職

業
人
養
成
」、「
�
幅
広
い
職
業

人
養
成
」、「
�
総
合
的
教
養
教

育
」
及
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
拡
充
、
産
学
官
連
携
の
推

進
、
社
会
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
講
座
の
充
実
等
を
重
点
課

題
と
す
る
た
め
の
「
�
地
域
の

生
涯
学
習
機
会
の
拠
点
」、「
�

社
会
貢
献
機
能（
地
域
貢
献
、産

学
官
連
携
、
国
際
交
流
等
）」
の

五
点
に
重
点
を
置
い
た
方
針
と

し
て
い
る
（
○
数
字
は
答
申
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
番
号
を
そ
の

ま
ま
抜
粋
し
た
。
以
下
同
様
）。

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
し
て
、

平
成
十
七
年
四
月
の
私
立
学
校

法
の
改
正
に
伴
い
、
理
事
会
を

最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
、
か
つ
理
事
長
を
最
高

執
行
責
任
者
と
す
る
こ
と
で
権

限
を
明
確
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
年
１
月
よ
り
「
学
校
法

人
関
西
大
学
に
お
け
る
中
長
期

戦
略
構
想
策
定
体
制
」
を
立
ち

上
げ
、
経
営
と
教
学
が
一
体
と

な
っ
た
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。
具
体
的
に
は
、

（
１
）理
事
長
の
諮
問
機
関
で
、

中
長
期
の
基
本
構
想
・
法
人
の

重
要
事
業
の
検
討
を
行
う
「
基

本
構
想
推
進
会
議
」（
２
）理
事

会
の
諮
問
機
関
で
、
基
本
構
想

に
基
づ
く
中
長
期
の
学
園
総
合

事
業
構
想
を
策
定
す
る
「
関
西

大
学
戦
略
会
議
」（
３
）理
事
長

の
諮
問
機
関
で
、
学
外
有
識
者

の
意
見
を
経
営
に
反
映
さ
せ
る

「
経
営
審
議
会
」の
他
、「
関
西
大

学
戦
略
会
議
」
の
下
で
中
長
期

的
な
総
合
事
業
構
想
の
実
現
に

向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
策
定

す
る「
経
営
専
門
委
員
会
」、「
教

学
専
門
委
員
会
」
を
そ
れ
ぞ
れ

立
ち
上
げ
、
既
存
の
「
学
部
長

会
議
」、「
教
授
会
」等
の
機
能
を

改
め
て
位
置
づ
け
、
学
校
法
人

総
体
の
効
率
的
か
つ
迅
速
な
施

策
実
行
シ
ス
テ
ム
と
し
て
本
学

の
基
本
方
針
を
推
進
す
る
。

�教学ガバナンスの確立（学長と学部長の
リーダーシップの確立）

�教学組織の改革（大学協議会、学部長
会議、教授会、研究科長会議の連関）

�教員組織の改革（定年延長制度の改
善、多様な雇用形態、准教授・助教等
職制の改編）

�学部教育の充実（専門教育の在り方の
見直し、�幅広い職業人養成、�総合
的教養教育）

�大学院の在り方の見直し（�高度専門
職業人養成、�地域の生涯学習機会の
拠点）

�改組・改編など既存学部・学科の改革
推進

�重点化による世界水準の研究、研究費

の競争原理制導入と外部資金獲得
�研究支援体制の整備充実及び研究所の
統合

�国際交流の新たな展開
�地域連携の推進（�社会貢献機能）
�学生・生徒による課外活動の強化支援
（スポーツ・文化の活性化、ボランテ
ィア活動、学生参画推進等）

�入学試験制度改革
�IT 化推進
�産学官連携と知財戦略の推進
�高大連携の推進
�中高大１０年一貫教育の検討（既存の中
学校・高等学校の個性化、特色化）

�経営ガバナンスの確立
�財政基盤の確立
�全学体制樹立への構成員（学内教職員）の意識改革
�学生支援の向上及び事務の効率化のための事務組織
改革（教務事務センター�仮称�、総合教育支援シス
テム等）

�ステークホルダーに対する説明責任と情報の開示
�マーケティングを意識した情報発信
�大学の社会的責任（USR）を意識したコンプライア
ンス体制の整備

�大学の危機管理体制の整備
�高槻新キャンパス構想の推進（幼稚園から大学院・
社会人教育までの生涯一貫教育構想）

�キャンパスグランドデザインの策定（第１学舎１号
館の建替え、天六学舎の活用等）

�幼稚園の経営改善

平
成
十
七
年
四
月
十
四
日
開

催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
関
西

大
学
「
中
期
戦
略
課
題
に
対
す

る
あ
る
べ
き
姿
」
策
定
に
関
し

て
、
外
部
調
査
機
関
で
あ
る
Ｕ

Ｆ
Ｊ
総
合
研
究
所
に
正
式
に
調

査
を
委
託
す
る
こ
と
が
決
定

し
、
加
え
て
、
学
内
で
も
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
運

び
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

戦
略
課
題
と
し
て
は

�
「
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
構

想
及
び
新
学
部
設
立
に
よ
る
新

た
な
成
長
」

�
「
大
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ

る
べ
き
姿
構
築
」

�
「
関
西
大
学
職
員
の
使
命

・
役
割
の
明
確
化
」

の
三
項
目
が
設
定
さ
れ
、
同
研

究
所
の
専
門
的
な
調
査
・
分
析

に
基
づ
く
客
観
的
デ
ー
タ
を
も

と
に
、
前
述
の
本
学
基
本
構
想

推
進
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
諸
機
関
を
通
じ
て
、
学
内
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
図
り
な
が
ら
本

学
構
成
員
が
構
想
を
策
定
す
る

（
上
記
４
行
動
計
画
の
中
期
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
）。とり

わ
け
、
高
槻
新
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
（
幼
稚
園
か
ら
大
学

院
・
社
会
人
教
育
ま
で
の
生
涯

一
貫
教
育
構
想
）
及
び
既
存
学

部
の
再
編
も
視
野
に
入
れ
た
新

学
部
構
想
は
、
関
西
大
学
の
中

期
計
画
上
、
最
優
先
で
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
構
想
で
あ

り
、か
つ
本
学
が
標
榜
す
る
「
二

十
一
世
紀
型
総
合
学
園
」
の
一

つ
の
象
徴
と
も
言
え
る
。

本
構
想
が
今
後
の
関
西
大
学

の
行
く
末
を
大
き
く
左
右
す
る

課
題
で
あ
る
こ
と
を
全
構
成
員

が
充
分
に
認
識
し
、
経
営
と
教

学
が
文
字
通
り
一
枚
岩
と
な
っ

て
邁
進
、
結
実
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
今
世
紀
最
初
の
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

経
営
理
念
及
び
基
本
方
針
を

達
成
す
る
た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
（
改
革
行
程
表
）
及
び
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
戦
略
的
に
策
定

し
、
中
長
期
計
画
及
び
年
度
計

画
に
つ
な
げ
て
い
く
。

戦
略
的
と
は
、
上
記
３
基
本

方
針
の
【
経
営
事
項
】【
教
学
事

項
】
に
掲
げ
た
各
項
目
の
う

ち
、
時
代
に
即
応
す
る
形
で
優

先
順
位
を
付
し
、
実
行
に
移
す

こ
と
で
あ
る
。

行
動
計
画
の
対
象
期
間
と
し

て
は
、
短
期
（
一
年
）、
中
期

（
四
年
）、
長
期
（
八
年
）
の
三

つ
の
枠
組
み
を
設
け
、
既
に
動

き
出
し
て
い
る
現
下
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
当
て
は
め
る
と
以
下

の
と
お
り
と
な
る
。

短期１年の計画（平成１８年）
�創立１２０周年記念事業の推進（平成１８年度実施）
�会計専門職大学院の設置に向けた支援（平成１８年４月開
設）

�教務事務センター（仮称）開設に伴う、事務組織改革及
び設置場所の改修計画策定

�大学教育職員の定年延長制度改善
�戦略的長期総合事業構想の推進
�学部長・機構長と研究科長の兼務
�フレックスコースとデイタイムコースの全学的統合
�教養教育を主とした学部教育改革

中期４年の計画（平成１８年～平成２２年）
�高槻新キャンパス構想の推進（平成２１年度までに認可申
請予定）

�新学部構想及び既存学部の再編
�私立学校法の改正に伴う、ユニバーシティ・ガバナンス
の再構築等、総合的かつ抜本的な対応策の検討（平成２０
年１０月第１６期理事会発足に向けて）

�「国際交流の新たな展開―GlobalizingKandaiをめざし
て―」の推進

�大学院の再編（既設研究科の統合再編、学部・大学院一
貫教育等）

「「知知」」のの世世紀紀ををリリーードドしし、、新新ししいい「「公公共共」」をを創創造造すするる
みなぎ

力力漲漲るる２２１１世世紀紀型型総総合合学学園園
中

学

校

高
等
学
校

の
方
針

行
動
計
画

４改革行程表とマスタープラン策定

時代に即応、優先順位付け実行

幼
稚
園
の
方
針

外部調査機関からも客観的データ

経営と教学が一枚岩となって邁進

教 学 事 項

基
本
方
針

３財政基盤の安定は経営の根幹

ユニバーシティ・ガバナンスを強化

経 営 事 項

お
わ
り
に

５

（６）平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号
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自治体他�

学　　　　　　長�

社会連携推進本部�

産学官連携・知財センター� 地域連携センター�

連携�
大阪TLO

産学官連携推進委員会�

知 的 財 産 委 員 会 �

連携�

関
西
大
学
社
会
連
携
推
進
本
部
は
、
産
学
官
連
携
事
業
、
知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活
用
、
地
域
連
携

等
の
活
動
を
通
じ
、
い
っ
そ
う
の
社
会
貢
献
の
促
進
を
目
的
に
本
年
四
月
誕
生
し
た
。
理
工
系
の
み
な
ら

ず
、
文
系
を
も
含
め
、
広
く
社
会
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、
全
学
的
な
社
会
連
携
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

学
外
か
ら
の
窓
口
の
一
本
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

関
西
大
学
の
産
学
連
携
の
歴

史
は
古
い
。
昭
和
三
十
三
年
に

工
学
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
六

年
後
の
昭
和
三
十
九
年
に
松
下

電
器
の
創
業
者
松
下
幸
之
助
氏

か
ら
建
物
の
寄
贈
を
受
け
て
工

業
技
術
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、

企
業
界
と
の
共
同
研
究
を
推
進

し
て
き
た
。
そ
の
後
、
ハ
イ
テ

ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ

ー
、
産
学
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
医
工
薬
連
携
セ
ン
タ
ー

を
設
置
、
こ
の
間
工
業
技
術
研

究
所
事
務
室
の
リ
エ
ゾ
ン
化
を

行
っ
た
。

平
成
十
四
年
度
に
は
社
会
の

要
請
に
応
え
る
た
め
、
学
部
、

学
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
横

断
的
な
研
究
体
制
に
改
組
す
る

と
と
も
に
、
名
称
を
先
端
科
学

技
術
推
進
機
構
に
改
称
し
た
。

そ
し
て
先
端
科
学
技
術
推
進

機
構
の
も
と
に
産
学
連
携
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
共
同
研
究
、

受
託
研
究
の
さ
ら
な
る
推
進
と

地
域
密
着
型
の
産
学
連
携
を
強

力
に
推
し
進
め
て
き
た
。

平
成
十
六
年
度
に
は
、
大
阪

府
の
運
営
す
る
も
の
づ
く
り
総

合
支
援
施
設
『
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
コ
ア
東
大
阪
』
に
新
た
な

産
学
連
携
の
活
動
拠
点
と
し
て

産
学
連
携
オ
フ
ィ
ス
東
大
阪
サ

テ
ラ
イ
ト
を
開
設
し
、
大
阪
東

部
地
域
の
振
興
を
め
ざ
し
た
連

携
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

平
成
十
四
年
に
、
特
許
庁
の

「
知
的
財
産
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
派
遣
事
業
」
の
採
択
を
受

け
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
指
導
の
も

と
、
三
年
の
期
間
を
か
け
て
知

的
財
産
本
部
機
能
の
構
築
と
産

学
連
携
事
業
の
推
進
お
よ
び
人

材
育
成
に
取
り
組
み
、
平
成
十

七
年
三
月
に
、
特
許
庁
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
完
了
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
平

成
十
七
年
四
月
に
、
学
長
直
轄

の
戦
略
的
な
組
織
と
し
て
、
傘

下
に
産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン

タ
ー
と
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
を

擁
す
る
社
会
連
携
推
進
本
部
が

設
置
さ
れ
た
。

産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン
タ

ー
で
は
、
共
同
研
究
お
よ
び
受

託
研
究
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
本
学
あ
る
い
は
共
同
研
究

等
で
生
み
出
さ
れ
た
発
明
を
権

利
化
し
、
企
業
へ
技
術
移
転

し
、
新
産
業
の
創
出
を
図
る
こ

と
、
す
な
わ
ち
知
的
財
産
の
創

出
、
取
得
、
管
理
お
よ
び
活
用

と
い
う
「
知
的
創
造
サ
イ
ク

ル
」
を
実
現
し
、
も
っ
て
社
会

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

自
治
体
や
商
工
会
議
所
な
ど

の
公
的
機
関
と
の
連
携
を
強
力

に
推
進
し
、
企
業
交
流
会
、
技

術
発
表
会
や
技
術
相
談
会
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
を
通

じ
て
、
企
業
の
抱
え
る
具
体
的

な
課
題
や
問
題
点
、
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
そ
の
解
決
策
を
検

討
、
提
供
す
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
技
術
情
報
を
提
供

し
、
地
域
の
技
術
力
の
向
上
、

参
加
企
業
の
競
争
力
強
化
に
向

け
た
地
域
密
着
型
の
産
学
官
連

携
を
推
し
進
め
て
い
る
。

具
体
例
と
し
て
、
平
成
十
五

年
に
八
尾
市
と
産
学
連
携
に
関

す
る
覚
書
を
締
結
し
、
多
数
の

企
業
が
参
画
す
る
「
八
尾
バ
リ

テ
ク
研
究
会
」
の
設
立
や
「
八

尾
も
の
づ
く
り
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
の
定
期
開
催
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
東
大
阪
に
お

い
て
は
「
小
型
風
力
発
電
機
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
高
槻
市
に
お
い

て
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
の
た
め
の「
た

か
つ
き
生
活
支
援
機
器
研
究

会
」
を
設
立
し
商
品
の
研
究
開

発
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

活
動
は
、
ま
さ
に
学
理
と
実
際

の
調
和
を
説
い
た
関
西
大
学
の

学
是
「
学
の
実
化
（
じ
つ

げ
）」
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
平
成
十
六
年
十
一
月

に
は
関
西
大
学
と
り
そ
な
銀
行

が
包
括
的
な
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
は

学
生
が
実
践
的
に
学
ぶ
機
会
の

創
出
を
図
り
、
学
生
の
人
間
力

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
産

学
連
携
の
観
点
か
ら
研
究
分
野

の
創
出
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
企
業
の
ニ
ー
ズ
と

大
学
の
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
図
る
産
学
連
携
の
推
進
、
関

西
大
学
の
学
生
の
り
そ
な
銀
行

へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ
お
よ
び
受
け
入
れ
企
業

の
紹
介
、
法
科
大
学
院
「
リ
ー

ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
活
用
を

通
じ
、
学
生
へ
の
実
施
体
験
現

場
の
提
供
、
寄
付
講
座
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
産
学
連
携
推
進

フ
ァ
ン
ド
は
、
り
そ
な
銀
行
と

関
西
大
学
が
取
り
組
む
産
学
連

携
協
定
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ

け
る
企
業
向
け
の
融
資
フ
ァ
ン

ド
で
あ
る
。
特
徴
は
、
毎
年
二

月
末
時
点
の
融
資
額
の
一
定
割

合
を
関
西
大
学
に
寄
付
し
、
産

学
連
携
活
動
お
よ
び
社
会
貢
献

の
活
動
費
用
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
あ
る
。

知
的
財
産
管
理
の
活
動
は
、

知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
の
実
現
す

な
わ
ち
研
究
活
動
で
生
み
出
さ

れ
た
研
究
成
果
を
知
的
財
産
に

権
利
化
し
、
維
持
・
管
理
し
、

企
業
に
技
術
移
転
を
図
り
活
用

し
よ
う
と
い
う
活
動
で
あ
る
。

年
々
、
最
先
端
の
研
究
か
ら
発

明
が
生
み
出
さ
れ
、
昨
年
度
の

発
明
件
数
は
五
十
件
を
数
え
る

な
ど
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
特
許
技
術
の
企
業
へ

の
移
転
も
順
調
に
進
み
、
本
学

技
術
を
使
っ
た
商
品
も
間
も
な

く
社
会
に
送
り
出
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
技
術
を

使
っ
た
有
望
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
も
六
社
設
立
さ
れ
、
活
発
な

事
業
展
開
を
行
っ
て
い
る
。

（
副
学
長

工
学
部
教
授
）

社会連携推進本部組織図

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、

大
学
は
地
域
社
会
の
一
員
と
し

て
開
か
れ
た
姿
勢
を
も
っ
て
人

的
・
知
的
資
源
を
社
会
に
還
元

し
て
い
く
と
い
う
、
教
育
・
研

究
に
軸
足
を
置
い
た
社
会
貢
献

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
昨
年
七
月
に
高
槻
市

と
、
八
月
に
吹
田
市
と
相
互
の

人
的
・
知
的
資
源
の
活
用
を
通

じ
、
産
業
を
は
じ
め
教
育
・
文

化
等
の
分
野
に
お
い
て
地
域
連

携
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
、

包
括
的
な
地
域
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。

具
体
的
に
は
、
市
の
各
種
委

員
会
委
員
へ
の
大
学
教
員
の
派

遣
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
た

地
域
小
中
学
校
の
各
種
活
動
支

援
の
た
め
の
大
学
生
（
大
学
院

生
）
の
派
遣
、
地
域
活
性
化
の

た
め
の
教
員
・
大
学
生
（
大
学

院
生
）
の
支
援
、
市
役
所
・
企

業
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
の
派
遣
な
ど

を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
隣
都
市
に
お
け
る

産
業
集
積
の
分
析
、
地
域
活
性

化
の
処
方
箋
作
成
な
ど
の
調
査

研
究
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

が
、
学
生
の
感
性
や
行
動
力
が

投
入
さ
れ
る
こ
と
で
、
活
気
が

生
ま
れ
、
ま
た
、
学
生
に
と
っ

て
も
実
践
的
な
現
場
に
接
す
る

こ
と
で
人
間
的
な
成
長
に
つ
な

が
る
貴
重
な
経
験
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ら
地
域
と
の
連
携
に
関
す

る
本
学
の
窓
口
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
と
同
時
に
、
地
域
連

携
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積
、
連
携
活
動
の
具
体
化
を
図

っ
て
い
る
。

社
会
連
携
推
進
本
部
は
、
こ

う
し
た
組
織
、
体
制
の
構
築
を

通
じ
て
、
産
学
官
連
携
活
動
、

知
的
財
産
管
理
活
動
お
よ
び
地

域
連
携
活
動
を
推
進
し
、
総
合

大
学
と
し
て
の
利
点
を
生
か
し

た
人
的
資
源
、
知
的
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、「
教
育
」「
研

究
」
に
次
ぐ
第
三
の
使
命
と
し

て
の
「
社
会
貢
献
」
に
寄
与
し

た
い
。

メモリアルプレート

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
／
社
会
連
携
推
進
本
部

私
立
大
学
を
取
り
巻
く
環
境

は
、「
競
争
と
評
価
」
が
求
め
ら

れ
る
極
め
て
厳
し
い
時
代
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境

の
中
で
「
強
い
関
西
大
学
」
を

め
ざ
し
、
全
学
的
な
視
野
に
立

っ
た
戦
略
的
な
総
合
企
画
を
行

う
部
門
と
し
て
位
置
付
け
る
た

め
、
企
画
室
を
「
総
合
企
画

室
」
に
名
称
変
更
し
た
。

高
岳
館
、
六
甲
山
荘
等
各
種

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
利
用
受
付

な
ど
を
行
う
部
署
が
事
業
課
か

ら
総
務
課
に
変
更
に
な
っ
た
。

平
成
十
八
年
度
に
開
設
を
予

定
し
て
い
る
会
計
専
門
職
大
学

院
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度

に
お
け
る
文
部
科
学
省
へ
の
設

置
認
可
申
請
お
よ
び
開
設
の
準

備
を
行
う
部
署
と
し
て
、
大
学

院
事
務
部
に
「
会
計
専
門
職
大

学
院
設
置
準
備
事
務
室
」
を
置

い
た
。

入
学
試
験
部
に
つ
い
て
、
対

外
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
部
門
と

し
て
今
日
的
に
ふ
さ
わ
し
く
、

な
じ
み
や
す
い
呼
称
で
あ
る「
入

試
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変
更
し

た
。学

生
部
に
つ
い
て
、
学
生
サ

ー
ビ
ス
を
行
う
部
門
の
名
称
と

し
て
今
日
的
に
親
し
み
や
す
い

「
学
生
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変

更
し
た
。
ま
た
、
そ
の
傘
下
に

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事

務
室
」
を
置
き
、
日
常
的
に
も

社
会
か
ら
要
請
の
強
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
、
大
規
模
な
災

害
発
生
時
（
昨
年
度
発
生
し
た

台
風
２３
号
や
新
潟
県
中
越
地
震

な
ど
）
の
支
援
活
動
な
ど
、
本

学
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
た
社
会
参
画
を
積
極
的

に
支
援
す
る
。

研
究
所
の
事
務
に
つ
い
て
、

東
西
学
術
研
究
所
事
務
室
、
経

済
・
政
治
研
究
所
事
務
室
、
先

端
科
学
技
術
推
進
機
構
事
務

室
、法
学
研
究
所
事
務
室
を
「
研

究
所
事
務
室
」
と
し
て
統
合
し

た
。

（
総
合
企
画
室
）

社
会
連
携

推
進
本
部
長

小
幡

斉

社社会会連連携携推推進進本本部部をを設設置置

�平成１７年度�

そ
の
他
の
組
織
の

名
称
変
更
等
に
つ
い
て

知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
実
現

産
学
官
連
携
・
知
財
セ
ン
タ
ー

教
育
・
研
究
を
軸
に
地
域
貢
献

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

（８）平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号
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大
学
の
四
年
間
は
、
ま
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
が
選
ん
だ
専
門
領
域

に
学
問
と
し
て
取
り
組
む
た
め

に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も

に
、
こ
の
四
年
間
は
、
社
会
的

に
自
立
し
て
い
く
た
め
の
準
備

期
間
で
も
あ
り
ま
す
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
社
会
的

自
立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
講
座
を
設
け
て
い
ま

す
。
専
門
領
域
の
勉
学
の
補
完

に
加
え
て
、
将
来
の
進
路
に
役

立
つ
資
格
を
と
り
た
い
、
高
度

専
門
職
の
試
験
に
挑
戦
し
た

い
、
技
術
を
向
上
さ
せ
た
い
、

あ
る
い
は
、
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
た
い
な
ど
、
こ
う
し
た
意
欲

を
も
っ
て
い
る
諸
君
す
べ
て

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
達
成
の

た
め
に
勉
学
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
は
、
ま
た
、
学
生

諸
君
だ
け
で
な
く
、
卒
業
生
の

諸
君
あ
る
い
は
社
会
人
一
般
の

生
涯
教
育
、
資
格
取
得
や
技
術

と
ス
キ
ル
の
修
得
な
ど
の
た
め

に
も
、
広
く
開
か
れ
て
い
ま

す
。み

な
さ
ん
が
、
積
極
的
に
こ

れ
を
活
用
さ
れ
、
所
期
の
目
的

を
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、
期
待

し
て
い
ま
す
。

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
長

法
学
部
教
授

永
田
眞
三
郎
）

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の

メ
リ
ッ
ト

「
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
受
講

料
は
な
ぜ
こ
ん
な
に
低
料
金
な

の
で
す
か
」
よ
く
こ
の
よ
う
な

問
い
合
わ
せ
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
は
、
本
学

在
学
生
の
国
家
試
験
合
格
や
各

種
資
格
取
得
等
の
支
援
を
目
的

と
す
る
と
と
も
に
、社
会
人
（
卒

業
生
を
含
む
）
に
生
涯
学
習
の

場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
さ
れ
て
お
り
、
決
し

て
利
潤
追
求
を
意
図
し
て
い
ま

せ
ん
。

本
学
の
施
設
を
利
用
し
て
開

講
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

特
別
な
施
設
費
用
が
か
か
ら
な

い
た
め
、
専
門
予
備
校
に
比
べ

て
廉
価
で
受
講
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の

難
関
国
家
試
験
や
各
種
資
格
試

験
取
得
を
め
ざ
す
講
座
の
多
く

は
、
「
直
前
対
策
」
や
「
答

練
」
も
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お

り
、
講
座
に
よ
っ
て
は
「
模
擬

試
験
」
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含

ま
れ
た
合
格
直
結
型
の
講
義
を

行
っ
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
つ
い
て
も
、
関
大
生
の
レ

ベ
ル
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
基

づ
き
本
学
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
内
容
で
開
講
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
年
で
は
、
難
関
資

格
試
験
講
座
で
の
チ
ュ
ー
タ
ー

制
度
の
導
入
な
ど
、
講
義
以
外

で
の
受
講
生
支
援
に
も
即
応
で

き
る
よ
う
、
常
に
質
の
高
い
講

座
の
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。国国

家家
試試
験験
等等
合合
格格
状状
況況

（（
二二
〇〇
〇〇
四四
年年
度度
実実
績績
））

国
家
公
務
員
�
種
試
験
に
合

格
し
た
本
学
出
身
者
は
九
人

で
、
国
家
公
務
員
�
種
試
験
に

合
格
し
た
本
学
出
身
者
は
百
二

十
七
人
で
し
た
。
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
に
も
、
国
家
�
種
を
は
じ

め
、
大
阪
府
や
大
阪
市
、
奈
良

県
、
徳
島
県
な
ど
の
地
方
上
級

公
務
員
、
茨
木
市
役
所
な
ど
の

合
格
者
か
ら
報
告
が
届
い
て
い

ま
す
。

法
律
家
養
成
講
座
で
は
、
本

学
の
司
法
試
験
最
終
合
格
者
十

九
人
中
、
四
人
が
リ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
の
受
講
生
で
し
た
。

公
認
会
計
士
二
次
試
験
の
本

学
合
格
者
は
十
五
人
で
、
そ
の

う
ち
一
人
は
商
学
部
出
身
の
リ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
受
講
生
で
し

た
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
度
か

ら
開
講
し
た
税
理
士
講
座
（
簿

記
論
・
財
務
諸
表
論
）
で
は
、

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
出
身
者
で
財

務
諸
表
論
の
科
目
合
格
者
二
人

を
出
し
ま
し
た
。

六六
月月
二二
十十
一一
日日
、、
二二
十十
二二
日日

かか
らら
夏夏
期期
集集
中中
・・
後後
期期
開開
講講

講講
座座
受受
付付
開開
始始
��

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
と
『
後

期
開
講
講
座
』
の
受
講
申
し
込

み
受
け
付
け
を
六
月
二
十
一

日
、
二
十
二
日
以
降
順
次
開
始

し
ま
す
。

『
夏
期
集
中
コ
ー
ス
』
で

は
、
英
語
講
座
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�
テ

ス
ト
対
策
コ
ー
ス
、
情
報
処
理

講
座
の
パ
ソ
コ
ン
検
定
四
級
、

Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
各
コ
ー
ス
、

公
務
員
講
座
の
教
養
夏
期
集
中

コ
ー
ス
を
開
講
し
ま
す
。

『
後
期
開
講
講
座
』
で
は
、

次
の
講
座
で
募
集
し
ま
す
。

●
英
語
講
座

九
月
下
旬
に
開
講
す
る
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ
ー

ス
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�
テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
の
二
コ
ー
ス
で
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
公
務
員
講
座

将
来
、
国
家
�
種
を
め
ざ
す

一
年
次
生
と
国
家
�
種
・
地
方

上
級
を
め
ざ
す
二
年
次
生
を
対

象
と
し
た
入
門
講
座
、
国
�
・

地
方
上
級
対
策
講
座
既
受
講
者

の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
、
心
理
職
対
策
講
座
上
級
コ

ー
ス
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、国
�
・
地
方
上
級

対
策
講
座
で
は
、
専
門
得
点
ア

ッ
プ
コ
ー
ス
１
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。

●
法
律
家
養
成
講
座

応
用
演
習
コ
ー
ス
、
適
性
試

験
対
策
コ
ー
ス
、
択
一
答
案
練

習
コ
ー
ス
、
関
西
大
学
日
曜
答

案
練
習
会
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

●
会
計
職
講
座
群

公
認
会
計
士
入
門
、
税
理
士

の
二
講
座
は
十
一
月
か
ら
開
講

し
ま
す
。
税
理
士
講
座
で
は
必

須
科
目
の
簿
記
論
と
財
務
諸
表

論
の
科
目
合
格
を
め
ざ
し
ま

す
。●

情
報
処
理
講
座

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
シ
ス
テ
ム

ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
の
各
コ

ー
ス
を
順
次
開
講
し
ま
す
。

他
方
、
資
格
関
連
講
座
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
講
座
と

色
彩
検
定
講
座
一
級
対
策
コ
ー

ス
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
六
月
か
ら
開
講
し
て

い
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対
策
講
座

で
も
、
十
月
以
降
の
実
力
養
成

期
か
ら
の
受
講
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
リ
ー
ド

セ
ン
タ
ー
千
里
山
事
務
室
に

て
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
に
て
。

も
ち
ろ
ん
天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
の

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
天
六
事
務
室

で
も
受
け
付
け
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
申
し
込
み
を
待
ち
望
ん
で

い
ま
す
。

http���w
w
w
.kansai�

u.ac.jp�extension�

（
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
セ
ン
タ
ー
）

※各講座・コースの詳細は
講座案内をご覧ください

去
る
五
月
十
六
日
開
催
の
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
に
お
い
て
、
各
専
門
委

員
会
か
ら
記
念
式
典
お
よ
び
諸

行
事
に
つ
い
て
の
概
要
（
中
間

報
告
）
が
提
出
さ
れ
た
。
ま

だ
、
不
確
定
な
部
分
も
あ
り
最

終
案
で
は
な
い
が
、
そ
の
内
容

を
一
部
紹
介
す
る
と
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

「
学
術
行
事
」
に
つ
い
て

は
、
学
外
の
著
名
人
を
招
聘
し

た
学
術
講
演
会
を
学
内
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
他
、

百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
海
外
に
も
目
を
向
け

た
計
画
が
あ
る
。「
学
生
関
係
行

事
」
と
し
て
は
、
平
成
十
八
年

十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
四
日（
学

園
祭
期
間
を
含
め
た
一
週
間
）

ま
で
を
「
創
立
百
二
十
周
年
記

念
事
業
期
間
」
と
し
、
大
学
主

催
行
事
と
学
園
祭
行
事
に
よ
る

リ
レ
ー
形
式
で
の
盛
り
上
が
り

を
期
待
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
�
ス
ポ
ー
ツ
界
著
名
人
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
�
体
育
会
人
気
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
関
東
地
区
大
学
と
の
交
流

戦
の
招
致
�
校
友
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
開

催
�
校
友
文
化
人
に
よ
る
公
演

の
開
催
�
文
化
会
活
動
団
体
に

よ
る
他
大
学
活
動
団
体
と
の
共

同
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
な
ど
が

候
補
に
あ
が
っ
て
い
る
。「
年
史

関
係
」
は
、
記
念
式
典
の
記
録

を
盛
り
込
ん
だ
「
関
西
大
学
百

二
十
年
史
（
仮
称
）」
を
平
成
十

九
年
三
月
末
に
刊
行
予
定
で
あ

り
、
グ
ラ
ビ
ア
中
心
の
写
真
集

で
あ
る
「
関
西
大
学
百
二
十
年

の
あ
ゆ
み
（
仮
称
）」
は
平
成
十

八
年
十
一
月
の
記
念
式
典
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
運
び
と
な
っ
て

い
る
。「
記
念
映
画
」
は
、
現
行

の
大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
改
訂

し
、
百
二
十
周
年
記
念
版
と
し

て
製
作
す
る
。
前
述
の
写
真
集

と
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、

記
念
品
と
し
て
も
利
用
す
る
予

定
で
あ
る
。
最
後
に
、
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
「
創
立
百
二

十
周
年
記
念
式
典
」
は
、
平
成

十
八
年
十
一
月
四
日
に
学
内
で

厳
粛
な
式
典
（
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル

１００
）
お
よ
び
祝
賀
会
（
総
合
学

生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
）
を
開
催
す
る
計
画
で

あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
式
典
ら

し
く
四
百
イ
ン
チ
の
大
ス
ク
リ

ー
ン
二
画
面
を
使
用
し
た
映
像

演
出
も
採
り
い
れ
た
趣
向
を
凝

ら
す
予
定
で
あ
る
。

「
関
大
創
立
百
二
十
周
年
」

は
も
う
す
ぐ
で
あ
る
。
来
年
の

十
一
月
四
日
に
は
、
関
西
大
学

が
一
体
と
な
っ
た
姿
を
ぜ
ひ
、

多
く
の
方
に
伝
え
た
い
。

（
記
念
事
業
・
募
金
事
務
室
）

経
済
・
政
治
研
究
所

第
１６３
回

「
公
開
講
座
」を
開
催

七
月
二
十
日
（
水
）
十
三
時

〜
十
四
時
半

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚
文
館

一
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大

教
室テ

ー
マ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
年

金
・
日
本
の
年
金

講

師

一
圓

光
彌
（
経

済
・
政
治
研
究
所
研
究
員

経

済
学
部
教
授
）

問
い
合
わ
せ
は
経
済
・
政
治

研
究
所
（
�
０６
―

６
３
６
８
―

１

１
７
７
）
ま
で
。

千里山キャンパス
【リードセンター事務室】

１０：００～１９：００
高槻キャンパス
【高槻キャンパス事務室】

１０：００～１６：００
天六キャンパス
【リードセンター事務室】

１３：３０～２０：００

開講場所

千里山

天六

天六

天六

千里山

概要

TOEIC�受験の基礎力をつけよう�

更なるスコアアップをめざして�

スコアアップのための基礎力・応用力を
養う�

スコアアップのための基礎力・応用力を養
う�

留学前に必須スコアをGET�

パソコンを基礎から学び、最終日には資
格をGET�

４級の知識がある方が対象。最終日には資
格をGET�

Excel のスペシャリストをめざす�

Word のスペシャリストをめざす�

最終日にその場で受験できるマイクロソ
フト社主催の認定資格

ユーザーの立場から情報化を推進する有
望資格

色彩の知識があなたの活躍の場を広げる

業界別クラス早期に的確な対策を�

講座・コース名

ビギナークラス

ステップアップクラス

４組

５組

６組

２組

２組

パソコン検定３級コース

２組

３組

２組

２組

３組

１組

２組

Excel２００２／上級

２組

１級対策コース

新聞・ジャーナリスト
クラス
出版・広告クラス
放送クラス

６５０点目標クラス
５５０点目標クラス
６５０点目標クラス
５５０点目標クラス
７５０点目標クラス
５５０点目標クラス
２１３点目標クラス
１７３点目標クラス

パソコン検定４級コース

Excel パーフェクトコース

Word パーフェクトコース

Excel２００２／一般

Word ２００２／一般

システムアドミニストレータ・コース

TOEIC�テスト
対策コース

TOEFL�テスト
対策コース

マイクロソフト
オフィス スペシ
ャリストコース

色彩検定講座

マスコミ試験
対策講座
（実力養成期～）

英
語
講
座

情
報
処
理
講
座

開講場所

千里山

天六

千里山

千里山

概要
ゼミ形式で論文を作成する基本的な力を
養う

論文の基本的な書き方を学ぶコース

適性試験の高得点をめざしてトレーニン
グ�

直近の短答式試験突破をめざす�

本試験レベルの問題を解く�

公務員へのはじめの第一歩

早期学習で教養科目を得点源にしよう�

国�・地方上級合格をめざす�

主要５科目・専門得点アップ１の復習講
座

初級コース受験生対象。心理職公務員の
合格をめざせ�

ビジネスリーダーの必須能力

講座・コース名

基礎コース「速習ゼミ」

応用演習コース

適性試験対策コース

択一答案練習コース

関西大学日曜答案練習会

A

B

教養夏期集中コース

論作文・文章理解対策
コース

専門得点アップコース１

市役所レベル答練

国�・地上答練

A

B

２組

入門講座

上級コース

３級対策コース

教養対策講座

国�・地方上級
対策講座

フォローアップ
講座

心理職対策講座

簿記検定講座

法
律
家
養
成
講
座

公
務
員
講
座

開講場所

千里山

天六

概要

早期学習で現役合格をめざす�

税務・会計のプロをめざす�

人事・労務のエキスパートをめざせ�

講座・コース名

公認会計士入門講座

簿記論コース

財務諸表論コース

社会保険労務士講座

税理士講座

社
会
的
自
立
を
支
援
し
ま
す

―
―
―
―

受
付
時
間

創立１２０周年記念行事検討進む

式典は映像で演出
行事は学園祭とも連携

６月２２日（水）１２：１０受付開始

受付中の講座

６月２１日（火）１２：１０受付開始
平成１７年度 開講講座の概要

平成１７年（２００５年）６月１６日第 ３２７ 号（９）



落語から学んだ基本姿勢を忘れずに成長したい

小
学
一
年
生
か
ら
野
球

を
始
め
て
、
も
う
十
五
年

く
ら
い
野
球
ば
か
り
し
て

い
ま
す
。
野
球
を
始
め
る

ま
で
は
、空
手
を
し
て
い
て
、

全
国
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
父

と
兄
が
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を

し
て
い
る
の
を
見
て
、
自
分

も
し
て
み
た
い
と
言
っ
て
野

球
に
集
中
し
て
か
ら
は
、
も

っ
ぱ
ら
野
球
一
筋
で
こ
こ

ま
で
き
ま
し
た
。

野
球
は
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ

ー
の
よ
う
に
時
間
制
で
は
な
い

の
で
、
僕
が
投
げ
た
一
球
で
、
試
合
の
展
開

が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
客
席
が
い
っ
ぱ
い
の
球
場
で
、
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
緊
張
感
と
と
も
に
最
後

ま
で
投
げ
き
り
、
試
合
に
勝
っ
た
と
き
の
あ

の
喜
び
が
、
僕
を
こ
こ
ま
で
野
球
人
間
に
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

数
少
な
い
休
み
の
日
は
、
車
を
運
転
し
て

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
、
買
い
物
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
野
球
を
し
て
過

ご
し
て
き
た
時
間
が
圧
倒
的
に
多
く
、
野
球

を
続
け
る
な
か
で
い
ろ
ん
な
人
生
勉
強
を
重

ね
て
き
た
の
で
、
僕
に
と
っ
て
野
球
は
い
つ

で
も
い
ち
ば
ん
身
近
な
も
の
だ
し
、
何
を
学

ぶ
に
も
、
感
じ
る
に
も
、
野
球
と
向
き
合
い

な
が
ら
で
す
ね
。
だ
か
ら
モ
ッ
ト
ー
は
、
毎

日
を
野
球
と
と
も
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
で

す
。練

習
が
終
わ
っ
て
、
み
ん
な
が
練
習
し
て

い
な
い
と
き
も
、
率
先
し
て
筋
肉
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
努
め
、
体
力
づ
く
り
に
本
格
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
成
果
が
や
っ
と
出
て
き
て
、

球
速
が
安
定
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
と
は

い
う
も
の
の
、
春
の
大
会
で
は
ふ
が
い
な
い

成
績
で
リ
ー
グ
戦
を
終
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
今
年
は
大
学
生
活
最
後
の
年
な

の
で
、
秋
こ
そ
は
絶
対
に
リ
ー
グ
戦
で
優
勝

し
、
神
宮
球
場
に
行
っ
て
、
明
治
神
宮
大
会

を
勝
ち
抜
い
て
や
る
ん
だ
と
い
う
強
い
意
欲

で
猛
練
習
を
積
み
、
投

手
陣
の
柱
に
な
り

た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

150キロの豪速球を投げるサウスポーとして、今秋のプ
ロ野球ドラフト有力候補に名を連ねる岩田稔さん。今回は
野球以外の素顔にもスポットを当ててみようとしたのです
が、どうやら岩田さん、根っからの野球好きのようです。

K
T
B
関
西
大
学

高
槻
放
送
局
は
、
部

室
も
機
材
も
お
金
も

人
も
、
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
出
発
し

ま
し
た
。
せ
っ
か

く
メ
デ
ィ
ア
に
創

意
工
夫
を
こ
ら
す

学
部
に
入
学
し
た

の
だ
か
ら
、
普

段
よ
く
見
た
り
聞
い

た
り
し
て
い
る
も
の
を
自
分
た
ち
の
手
で

作
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
胸
に
、
ビ

ラ
配
り
を
し
て
人
集
め
を
始
め
ま
し
た
。

当
時
の
入
局
希
望
者
は
二
十
五
人
。
予
想

し
て
い
た
よ
り
も
多
く
の
希
望
者
が
集
ま

っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
の
も
つ
か
の
間
、
そ

も
そ
も
私
自
身
が
未
経
験
者
な
の
で
、
文

字
通
り
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
の

毎
日
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

知
識
も
道
具
も
寄
せ
集
め
か
ら
、
少
し

ず
つ
放
送
局
の
活
動
を
広
げ
、
N
H
K
全

国
大
学
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
た

め
の
必
須
条
件
で
あ
る
大
学
の
公
認
団
体

と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
や
っ
と
最

低
の
基
準
に
達
し
た
と
、
感
激
し
ま
し
た
。

初
出
場
の
N
H
K
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
作
品
を
出
品
す

る
こ
と
で
精
一
杯
で
、

結
果
は
惜
し
く
も
予

選
敗
退
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
、「
自
己
満

足
で
は
な
く
、
認
め

ら
れ
る
作
品
を
つ
く

る
」
と
い
う
新
た
な
挑

戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
何
か
を

学
ぼ
う
と
、
自
分
た
ち
の
足
で
情
報
を
集

め
、
関
西
学
生
放
送
連
盟
で
他
団
体
の
活

動
内
容
を
聞
い
た
り
、
高
槻
市
主
催
の
市

民
博
に
も
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
地
道
な
努
力
か
ら
生
ま
れ
た
作
品

が
、
入
賞
を
果
た
し
た
「D

riv
e
M
y

C
a
r

」
で
す
。

一
緒
に
励
む
仲
間
が
い
て
く
れ
た
か
ら

こ
そ
、
い
ま
の
喜
び
が
あ
り
ま
す
し
、
あ

れ
こ
れ
の
苦
労
さ
え
、
楽
し
く
乗
り
越
え

ら
れ
ま
し
た
。
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
ど
う
し
た
ら
で
き

る
か
を
考
え
る
こ
と
、
次
へ
跳
躍
す
る
勇

気
が
、
私
に
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
仲

間
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
も
み
ん

な
の
力
を
結
集
し
、
一
位
獲
得
を
目
標
に
、

い
い
作
品
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

昨年末に、メディアにおける唯一の大学生コンテストである第21
回全国大学放送コンテストが行われ、総合情報学部登録団体のＫＴＢ
関西大学高槻放送局が、音声CM部門において、50を超える参加団
体の中から見事８位入賞を果たしました。放送局立ち上げから局長
を務めていた瀬田さんのことばに耳を傾けました。

ＫＴＢ関西大学高槻放送局　2004年度局長
総合情報学部４年次生 瀬田真裕美

落
語
を
始
め
た
の
は
、

こ
ど
も
の
頃
か
ら
お
笑
い
が

好
き
だ
っ
た
の
と
、
日
本
人

ら
し
さ
を
感
じ
る
も
の
に
触

れ
て
み
た
い
気
持
ち
か
ら
、

落
語
大
学
に
入
部
し
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。
流
暢
な
英

語
が
話
せ
る
の
も
、
パ
ソ

コ
ン
を
使
い
こ
な
せ
る
の

も
大
切
で
し
ょ
う
が
、
何

よ
り
も
日
本
人
と
し
て
、

日
本
人
ら
し
さ
を
身
に
つ
け
た

か
っ
た
。

落
語
を
通
じ
て
自
分
自
身
が
変
わ
っ
た

と
気
づ
く
の
は
、
人
前
で
話
し
た
り
、
初

対
面
の
人
と
こ
と
ば
を
交
わ
す
機
会
が
増

え
た
こ
と
で
、
人
に
何
か
を
聞
く
の
を
恥

ず
か
し
が
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
ど
ん
ど
ん
人
に
聞
く
。

そ
う
す
れ
ば
、
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
る
よ

り
早
く
答
え
に
た
ど
り
つ
け
る
し
、
人
と

の
つ
き
あ
い
も
は
る
か
に
多
く
な
り
ま
す

か
ら
。
ま
た
、
ど
う
せ
な
ら
、
少
し
で
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
そ
う
と
考
え
る
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。
落
語
の
舞
台
で
も
、

せ
っ
か
く
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
下
手
は
下
手
な
り
に
精

い
っ
ぱ
い
汗
を
流
さ
な
け
れ
ば
申
し
訳
な

い
。
お
客
さ
ん
の
な
か
に
は
、
将
来
ど
こ

か
で
会
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

た
ま
た
ま
ふ
ら
っ
と
来
て
二
度
と
会
え
な

い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
、
せ

っ
か
く
会
え
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
幸
運
を

大
切
に
し
た
い
と
願
っ
て
落
語
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
ひ
と
ま
ず
社
会
に
出
て
働
き
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
会
計
専
門

職
大
学
院
に
進
学
し
て
会
計
学
な
ど
を
学

び
、
将
来
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
起
業
し

た
い
で
す
ね
。
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
、
ド
ラ
え
も
ん
の

よ
う
な
存
在
に
な
り
た
か
っ
た
。
こ
ん
な

も
の
が
あ
っ
た
ら
便
利
な
の
に
な
ぜ
な
い

の
だ
ろ
う
、
じ
ゃ
あ
自
分
で
商
品
を
生
み

出
し
て
商
売
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
と
発

想
を
転
換
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
か
ら
も
残
り
の
学
生

生
活
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
落

語
か
ら
学
ん
だ
人
生
に
対

す
る
基
本
姿
勢
を
忘
れ
ず

に
、
あ
ん
な
人
こ
ん
な
人
と

の
う
れ
し
い
め
ぐ
り
逢
い
を

心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
着
実
に

成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

秋は明治神宮大会を勝ち抜くぞ

野球部　
経済学部４年次生 岩田　　稔

全国大学放送コンテスト大会で８位入賞、今度は１位に

第２回全日本学生落語選手権策伝大賞を受賞した村
田卓優さん。実は、完成が楽しみな「総合学生会館
メディアパーク　凛風館」の名付け親であったり、ゼ
ミで書いた論文が見事優秀論文に選ばれたりと、多く
のエピソードを持つ村田さんに、落語との出会いを中
心に一席うかがいました。

落語大学
経済学部４年次生　村田 卓優
（芸名：爪

つ め

田
た

家
や

風凛
ふ う り ん

）

新�主●役●登●場�主●役●登●場�

稟
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黄
砂
が
終
わ
っ
て
次
は
梅

雨
で
あ
る
。
新
学
期
の
慌
た

だ
し
さ
や
楽
し
い
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ
り
、
梅

雨
の
季
節
は
う
っ
と
う
し
く

も
あ
る
が
、
降
る
雨
が
心
を

落
ち
着
け
て
学
業
に
集
中
で

き
る
時
期
で
も
あ
る
。
黄
砂

や
梅
雨
前
線
を
運
ぶ
大
気
の

巨
大
な
循
環
は
、
海
に
囲
ま

れ
た
私
た
ち
が
世
界
と
連
続

し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ

る
。
私
た
ち
は
皆
同
じ
空
気

を
吸
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
に

は
世
界
各
地
の
情
報
が
ひ
し

め
い
て
私
た
ち
を
一
喜
一
憂

さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

も
う
ど
こ
と
つ
な
が
っ
て
い

る
か
な
ど
と
は
考
え
さ
せ
る

こ
と
も
な
い
。

今
回
の
特
集
は
国
際
交
流

で
あ
る
。
関
西
大
学
と
世
界

各
地
の
大
学
で
は
既
に
多
く

の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。
そ

れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
も

は
や
誰
も
が
無
関
係
で
は
な

い
国
際
交
流
を
よ
り
深
く
真

摯
に
す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。（

関
口
理
久
子
）

�編集後記�

松
尾
聿
正
（
ま
つ
お
・
の

ぶ
ま
さ
）
教
授

専
門
は
財
務
会
計
論
。

著
書
に
『
会
計
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
理
論
と
実

態
』、『
環
境
情
報
開
示

論
』、『
財
務
報
告
会
計
』

な
ど
多
数
。
現
在
、
社
会

関
連
会
計
学
会
会
長
、
日

本
会
計
研
究
学
会
理
事
。
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